
三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

行
事
次
第
・
鎮
魂
論
の
伝
播
経
路
に
注
目
し
て

新

田

惠

三

神
道
史
研
究
第
六
十
九
巻
第
一
號
抜
刷

令
和
三
年
五
月
一
日
発
行



三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

行
事
次
第
・
鎮
魂
論
の
伝
播
経
路
に
注
目
し
て

新

田

惠

三

〔
要
旨
〕

三
輪
田
高
房
は
明
治
十
九
年
か
ら
同
二
十
六
年
頃
に
か
け
て
自
ら
が
伝
え
る
独
自
の
鎮
魂
行
事
を
人
々
に
伝
授
し
て
い
る
︒
本
稿

で
は
︑
三
輪
田
高
房
の
生
涯
を
概
観
し
た
上
で
︑
高
房
の
行
っ
た
鎮
魂
行
事
の
伝
授
に
つ
い
て
︑
行
事
次
第
や
鎮
魂
論
が
ど
の
よ
う
に
伝
え

ら
れ
て
い
っ
た
の
か
︑
そ
の
伝
播
経
路
を
明
ら
か
に
し
た
︒

鎮
魂
行
事
の
伝
授
事
例
に
つ
い
て
自
筆
日
誌
を
中
心
に
分
析
し
た
結
果
︑
受
伝
者
の
多
く
は
神
宮
教
に
関
係
し
た
人
々
で
あ
っ
た
︒
神
宮

教
と
し
て
の
組
織
的
な
伝
授
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
︑
神
宮
教
の
中
で
の
横
の
つ
な
が
り
が
行
法
伝
授
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た

こ
と
が
伺
え
る
︒

高
房
は
自
ら
の
鎮
魂
論
を
﹃
日
文
本
義
﹄
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
︒
本
書
は
︑
鎮
魂
行
事
の
伝
授
を
受
け
た
人
々
以
外
に
も
受
容
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
︑
神
社
や
神
道
︑
国
学
に
造
詣
が
深
い
人
々
に
受
容
さ
れ
て
い
る
︒
さ
ら
に
高
房
は
自
ら
の
鎮
魂
行
事
・
鎮
魂
論
を
﹃
大
八
洲

雑
誌
﹄
に
﹁
神
に
つ
か
へ
奉
る
人
た
ち
に
つ
ぐ
﹂
と
題
し
て
投
稿
し
︑
﹁
広
告
﹂
し
て
い
る
︒
本
文
章
の
投
稿
後
︑
全
国
各
地
の
人
々
よ
り

高
房
に
対
し
て
︑
﹃
日
文
本
義
﹄
や
鎮
魂
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
複
数
件
寄
せ
ら
れ
て
い
る
︒

高
房
よ
り
伝
授
を
受
け
た
叶
真
吉
は
後
に
神
宮
奉
斎
会
の
中
で
の
人
脈
を
活
か
し
て
石
上
神
宮
宮
司
森
津
倫
雄
に
鎮
魂
行
事
を
伝
え
て
い

る
︒
こ
れ
ら
の
伝
播
経
路
か
ら
も
わ
か
る
通
り
︑
三
輪
田
高
房
が
伝
え
た
鎮
魂
行
事
は
︑
神
宮
教
︑
神
宮
奉
斎
会
と
い
う
近
世
に
は
な
か
っ

た
形
態
の
全
国
的
組
織
の
中
で
の
交
流
を
媒
介
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
︒
そ
し
て
石
上
神
宮
に
伝
え
ら
れ
た
こ
の
行
事
は
戦
後

設
立
さ
れ
た
神
社
本
庁
に
於
い
て
神
道
行
法
の
一
つ
と
さ
れ
る
こ
と
で
︑
研
修
制
度
を
通
じ
て
今
現
在
も
全
国
各
地
の
人
々
に
受
け
継
が
れ

続
け
て
い
る
の
で
あ
る
︒

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕

三
輪
田
高
房
︑
鎮
魂
︑
﹃
日
文
本
義
﹄
︑
神
宮
教
︑
神
宮
奉
斎
会
︑
神
道
行
法

﹃
神
道
史
研
究
﹄
第
六
十
九
巻
第
一
号
︵
令
和
三
年
五
月
︶

六
二
︵

六
二

︶



は

じ

め

に

三
輪
田
高
房
︵
恒
次
郎
︑
浪
江
︑
危
行
︶
は
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
儒
者
︑
国
学
者
︑
神
職
︑
教
導
職
︑
神
宮
教
教
師
等
と
し
て
幅

広
く
活
動
し
た
人
物
で
あ
る
︒
高
房
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
辞
書
類

︵
1
︶

に
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
他
︑
池
田
忠
好
氏

︵
2
︶

や
上
野
利
三
氏

︵
3
︶

︑
三

ツ
松
誠
氏

︵
4
︶

︑
宮
間
純
一
氏

︵
5
︶

︑
武
田
幸
也
氏

︵
6
︶

が
論
文
の
中
で
取
り
扱
っ
て
は
い
る
も
の
の
彼
の
生
涯
や
人
物
︑
思
想
等
全
体
像
は
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
部
分
が
多
い
︒

こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
に
対
し
て
宮
間
氏
は
︑

恒
次
郎
の
研
究
は
皆
無
に
等
し
く
そ
の
生
涯
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
︒
お
と
づ
れ
文
庫
文
書
中
の
三
輪
田
恒
次
郎
関
係
文
書
は
︑

彼
の
人
生
を
詳
細
に
紐
解
く
こ
と
が
出
来
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る

︵
7
︶

︒

と
し
て
三
輪
田
高
房
︵
恒
次
郎
︶
に
関
す
る
先
行
研
究
が
乏
し
い
こ
と
︑
千
葉
県
文
書
館
の
中
に
あ
る
﹁
お
と
づ
れ
文
庫
﹂
文
書
中
の
三
輪

田
高
房
に
関
係
す
る
文
書
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
︒

﹁
お
と
づ
れ
文
庫
﹂
の
三
輪
田
高
房
に
関
係
す
る
資
料
の
中
に
は
三
輪
田
高
房
が
行
っ
た
鎮
魂
行
事
の
伝
授
に
関
す
る
記
述
が
多
数
見
ら

れ
る
︒
本
稿
で
は
千
葉
県
文
書
館
﹁
お
と
づ
れ
文
庫
﹂
に
所
蔵
さ
れ
る
豊
富
な
自
筆
資
料
を
用
い
︑
三
輪
田
高
房
の
生
涯
や
伝
授
の
様
子
︑

伝
授
に
至
る
手
続
き
の
実
態
︑
鎮
魂
論
の
受
容
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
︑
行
事
次
第
の
伝
播
経
路
に
つ
い
て
そ
の
後
の
軌
跡
を
た
ど
っ
て
み

た
い

︵
8
︶

︒

第
一
章

三
輪
田
高
房
の
生
涯

本
章
で
は
︑
三
輪
田
高
房
が
行
っ
た
鎮
魂
行
事
の
伝
授
に
つ
い
て
論
じ
る
に
先
だ
ち
︑
従
来
不
明
瞭
な
部
分
が
多
い
高
房
の
生
涯
に
つ
い

て
自
筆
日
誌
の
分
析
を
中
心
に
概
観
す
る
︒

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

六
三
︵

六
三

︶



第
一
節

お
と
づ
れ
文
庫
の
三
輪
田
高
房
関
係
資
料
に
つ
い
て

お
と
づ
れ
文
庫
は
旧
蔵
者
池
田
忠
好
氏

︵
9
︶

の
収
集
書
籍
群
で
池
田
氏
の
没
後
千
葉
県
文
書
館
に
寄
贈
さ
れ
︑
現
在
に
至
っ
て
い
る
︒
お
と
づ

れ
文
庫
の
資
料
は
分
野
・
時
代
共
に
多
岐
に
渡
る
が
文
庫
中
に
は
三
輪
田
高
房
の
日
誌
や
︑
﹃
凡
仙
叢
録
﹄
と
題
す
る
種
々
の
記
録
類
︑
講

演
録
︑
﹃
古
今
聞
見
録
﹄
と
題
す
る
詩
歌
の
聞
書
き
︑
和
歌
に
関
す
る
﹃
高
房
自
詠
﹄
や
﹃
歌
道
心
の
種
﹄
等
三
輪
田
高
房
の
自
筆
資
料
が

多
数
散
見
さ
れ
る

︵
10
︶

︒

三
輪
田
高
房
の
記
し
た
日
誌
は
途
中
欠
冊
が
あ
る
も
の
の
︑
弘
化
三
年
︵
一
八
四
六
︶
九
月
～
明
治
四
十
二
年
四
月
に
至
る
ま
で
の
凡
そ

六
十
年
に
亘
る
継
続
し
た
記
録
で
あ
る
︒
高
房
は
そ
れ
ぞ
れ
の
日
誌
表
紙
に
朱
書
き
で
通
番
を
記
し
て
お
り
︑
最
も
新
し
い
日
誌

︵
11
︶

の
一
つ
前

の
日
誌

︵
12
︶

に
は
﹁
第
五
拾
一
号
﹂
と
あ
る

︵
13
︶

︒

第
二
節

三
輪
田
高
房
の
生
涯

三
輪
田
高
房
は
文
政
八
年
︵
一
八
二
五
︶
十
月
八
日
伊
予
国
久
米
郡
久
米
村
︵
現
愛
媛
県
松
山
市
︶
の
日
尾
八
幡
神
社
祀
官
三
輪
田
清
敏

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る

︵
14
︶

︒
兄
弟
に
は
家
督
を
継
い
だ
書
家
と
し
て
も
著
名
な
兄
常
貞
︵
米
山
︶
や
幕
末
・
維
新
期
の
尊
攘
派
志
士
の
弟
元

綱
︵
綱
麿
︶
が
い
る

︵
15
︶

︒

高
房
の
生
涯
は
大
き
く
四
つ
の
時
期
に
区
分
さ
れ
る
︒
第
一
期
は
儒
者
と
し
て
漢
学
を
学
修
・
教
授
し
た
時
期
で
︑
第
二
期
は
維
新
後
神

官
教
導
職
を
兼
務
し
た
時
期
で
︑
第
三
期
は
神
宮
教
院
︵
神
宮
司
庁
と
の
分
離
前
︶
︑
神
宮
教
︑
神
宮
奉
斎
会
に
奉
仕
し
神
宮
の
教
化
機
関

に
関
わ
り
活
動
し
た
時
期
で
︑
第
四
期
は
晩
年
職
を
辞
し
︑
隠
居
の
身
と
な
っ
た
時
期
で
あ
る
︒
明
治
四
十
三
年
十
一
月
五
日
に
八
十
五
歳

︵
満
︶

︵
16
︶

で
没
し
た
︒
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
概
略
に
つ
い
て
述
べ
る
︒

①
第
一
期

漢
学
修
学
教
授
時
代
︵
弘
化
三
年
︵
一
八
四
六
︶
十
一
月
～
明
治
五
年
頃
︶

江
戸
に
出
て
弘
化
三
年
︵
一
八
四
六
︶
十
一
月
よ
り
麹
町
教
授
所
の
松
平
慎
齋
に
入
門
し
学
び
︑
そ
の
後
金
子
徳
之
助
や
塩
谷
甲
蔵
に
就

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

六
四
︵

六
四

︶



き
修
学
し
た

︵
17
︶

︒
帰
国
の
後
︑
明
治
二
年
十
二
月
よ
り
﹁
松
山
藩
学
校
﹂︵
明
教
館
︶
の
﹁
司
教

︵
18
︶

﹂
と
し
て
﹁
普
通
学
科
専
務

︵
19
︶

﹂
︑﹁
経
義
科
専
務

︵
20
︶

﹂

を
歴
任
の
後
︑
明
治
四
年
十
月
十
九
日
︑
願
に
よ
り
松
山
藩
学
校
司
教
を
免
ぜ
ら
れ
て
い

︵
21
︶

る
︵
22
︶

︒

明
治
四
年
十
月
︑
上
京
の
後
東
京
に
寄
留
し

︵
23
︶

︑
同
五
年
五
月
よ
り
共
心
義
塾
の
教
師
と
し
て
支
那
学
を
教
え
た

︵
24
︶

︒

②
第
二
期

神
官
教
導
職
兼
務
時
代
︵
明
治
六
年
二
月
～
明
治
九
年
四
月
︶

明
治
六
年
二
月
よ
り
は
神
官
教
導
職
を
兼
務
し
た
︒
﹁
吉
田
神
社
権
宮
司

︵
25
︶

﹂
︑
﹁
吉
田
神
社
宮
司

︵
26
︶

﹂
︑
﹁
石
上
神
社
少
宮
司

︵
27
︶

﹂
を
歴
任
し
︑
教

導
職
の
等
級
も
﹁
中
講
義

︵
28
︶

﹂
︑
﹁
大
講
義

︵
29
︶

﹂
と
上
が
っ
て
い
る
︒
そ
の
後
明
治
九
年
四
月
︑
石
上
神
社
少
宮
司
を
願
に
よ
り
免
ぜ
ら
れ
大
講
義

専
任
と
な
る

︵
30
︶

︒

③
第
三
期

神
宮
教
化
関
係
機
関
奉
仕
時
代
︵
明
治
十
年
十
二
月
～
同
二
十
二
年
八
月
︑
同
二
十
六
年
五
月
～
同
三
十
四
年
頃
︶

石
上
神
宮
少
宮
司
解
任
の
後
上
京
し
︑
明
治
九
年
七
月
﹁
権
少
教
正

︵
31
︶

﹂
に
補
任
さ
れ
︑
明
治
十
年
十
月
十
日
に
は
神
道
事
務
局
の
巡
回
に

出
立
し
て
い
る

︵
32
︶

︒
巡
回
中
の
同
年
十
一
月
十
日
︑
京
都
に
於
い
て
落
合
直
澄
の
紹
介
に
よ
り
神
宮
祭
主
久
邇
宮
朝
彦
親
王
に
拝
謁
し
歌
を

奉
っ
て
い
る

︵
33
︶

︒
こ
の
時
高
房
は
朝
彦
親
王
に
非
常
に
気
に
入
ら
れ
た
よ
う
で
︑
明
治
十
年
十
二
月
十
九
日
に
は
伊
勢
下
向
に
供
奉
し
て
お
り

以
後
親
王
の
信
認
を
得
て
神
宮
の
教
化
に
関
わ
る
機
関
で
活
動
を
は
じ
め
る
こ
と
と
な
る
︒

神
宮
教
化
関
係
機
関

︵
34
︶

奉
職
中

︵
35
︶

は
︑﹁
第
八
教
區
教
長
代
理

︵
36
︶

﹂
︑﹁
第
十
三
教
區
本
部
教
長
代
理

︵
37
︶

﹂
︑﹁
第
八
教
區
本
部
長

︵
38
︶

﹂
︑﹁
講
師
総
長

︵
39
︶

﹂
︑﹁
副

幹
事

︵
40
︶

﹂
︑﹁
第
弐
教
区
東
京
本
部
長

︵
41
︶

﹂
︑﹁
祭
典
課
長

︵
42
︶

﹂
︑﹁
教
務
課
録
事

︵
43
︶

﹂
︑﹁
第
八
教
區
京
都
本
部
在
懃
本
部
長
事
務
取
扱

︵
44
︶

﹂
︑﹁
京
都
本
部
監
督

︵
45
︶

﹂
︑

﹁
大
坂
本
部
監
督

︵
46
︶

﹂
等
の
職
を
歴
任
し
︑
等
級
も
﹁
権
少
教
正
﹂
よ
り
﹁
大
教
正

︵
47
︶

﹂
に
ま
で
上
が
り
︑
﹁
教
監
﹂
と
し
て
の
地
位
も
最
終
的
に

は
﹁
二
等
教
監

︵
48
︶

﹂
と
な
っ
て
い
る
︒

明
治
二
十
一
年
三
月
に
は
﹁
多
年
事
務
勉
励
功
労
不
尠
︑
且
老
年
ニ
モ
有
之
︑
當
分
之
内
日
懃
ニ
不
及
候
事

︵
49
︶

﹂
と
し
て
日
勤
し
な
く
て
も

よ
い
こ
と
を
許
さ
れ
︑
同
二
十
二
年
八
月
に
は
﹁
依
願
免
本
職
﹂
と
し
て
神
宮
教
を
辞
職
し
て
い
る

︵
50
︶

︒

明
治
二
十
六
年
五
月
に
は
神
宮
教
の
改
革
に
際
し
復
任
し
︑
﹁
権
大
教
正
﹂
と
な
っ
て
お
り

︵
51
︶

︑
神
宮
教
の
解
散
︑
神
宮
奉
斎
会
の
結
成
の

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

六
五
︵

六
五

︶



後
は
同
会
﹁
主
礼

︵
52
︶

﹂
と
な
り
︑
最
終
的
に
明
治
三
十
四
年
頃
に
は
辞
職

︵
53
︶

し
て
い
る
︒

④
第
四
期

晩
年
・
隠
居
時
代
︵
明
治
二
十
一
年
三
月
～
明
治
四
十
三
年
十
一
月
︶

明
治
二
十
一
年
三
月
に
は
神
宮
教
よ
り
日
勤
に
及
ば
な
い
こ
と
を
許
さ
れ
︑
同
二
十
二
年
八
月
に
は
辞
職
す
る
も
明
治
二
十
六
年
五
月
に

は
復
任
さ
れ
︑
そ
の
時
に
は
﹁
お
も
ひ
き
や

杖
つ
く
ほ
と
の

老
の
身
に

か
か
る
恵
み
の

あ
ら
む
も
の
と
は

︵
54
︶

﹂
と
の
歌
を
詠
ん
で
い

る
︒
明
治
三
十
一
年
八
月
三
十
日
に
は
家
督
の
輪
三
へ
の
相
続
︑
隠
居
届
の
提
出
を
し
︑
明
治
三
十
四
年
十
月
に
岡
山
に
転
居
し

︵
55
︶

︑
明
治

四
十
三
年
十
一
月
五
日
に
八
十
五
歳
︵
満
︶
で
没
し
た

︵
56
︶

︒

第
二
章

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授

本
章
で
は
三
輪
田
高
房
が
行
っ
た
鎮
魂
行
事
の
伝
授
に
つ
い
て
︑
受
伝
者
ご
と
に
経
過
を
確
認
し
た
上
で
︑
三
輪
田
高
房
が
行
っ
た
伝
授

の
様
子
や
受
伝
者
の
分
布
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
︒

第
一
節

伝
授
の
事
例

﹃
三
輪
田
高
房
日
誌
﹄
に
よ
る
と
高
房
は
明
治
十
九
年
か
ら
同
二
十
六
年
に
か
け
て
複
数
回
鎮
魂
行
事
の
伝
授
を
行
っ
て
い
る
︒
以
下
関

連
資
料
を
示
し
な
が
ら
事
例
ご
と
に
伝
授
の
様
子
を
明
ら
か
に
し
た
い
︒

①
宮
地
厳
夫
︑
岡
吉
胤
︑
宇
陀
太
郎
︵
明
治
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日
︶

本
事
例
は
﹃
三
輪
田
高
房
日
誌
﹄
の
中
で
も
鎮
魂
に
関
す
る
初
め
て
の
記
述
で
あ
る
︒

・
明
治
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日
条

此
夜
高
房
厳
夫
吉
胤
宇
陀
太
郎
四
名
夜
会
︑
鎮
魂
ノ
傳
ヲ
話
︑
名
目
其
業
ヲ
為
ス
︑
太
郎
吉
胤
大
ニ
威
恍
得
ん
ト
コ
ロ
ア
ル
ニ
似
タ
リ
︑

夜
二
時
閉
散
ス

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

六
六
︵

六
六

︶



宮
地
厳
夫
︑
岡
吉
胤
︑
宇
陀
太
郎
は
何
れ
も
神
宮
教
に
所
属
し
て
い
た
人
物
で
あ
り
︑
こ
れ
ら
三
人
と
共
に
﹁
夜
会
﹂
に
於
い
て
﹁
鎮
魂

ノ
傳
﹂
を
話
し
た
後
︑
﹁
業
﹂
を
披
露
し
て
い
る
︒
な
お
︑
十
一
月
二
十
二
日
は
鎮
魂
祭
当
日
で
あ
り
︑
﹁
夜
会
﹂
で
の
話
題
が
鎮
魂
に
つ
い

て
で
あ
っ
た
の
は
こ
の
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る

︵
57
︶

︒

②
篠
田
時
化
雄
︑
城
戸
︵
明
治
二
十
年
十
一
月
二
十
二
日
︶

①
の
事
例
の
翌
年
同
日
に
も
鎮
魂
行
事
を
伝
え
て
い
る
︒

・
明
治
二
十
年
十
一
月
二
十
二
日
条

此
夜
教
会
出
頭
︑
鎮
魂
祭
ノ
夜
ニ
付
鎮
魂
之
業
篠
田
時
化
雄
城
戸
某
兩
人
ニ
手
ツ
カ
ラ
教
授
ス
︑
十
二
時
過
宿
ニ
帰

神
宮
教
に
所
属
し
て
い
た
篠
田
時
化
雄
や
城
戸
某

︵
58
︶

に
﹁
教
会
﹂
︵
神
宮
教
京
都
教
会
︶
に
於
い
て
﹁
鎮
魂
之
業
﹂
を
﹁
手
ツ
カ
ラ
教
授
﹂

し
て
い
る
︒

③
塚
田
菅
彦
︵
明
治
二
十
二
年
七
月
十
四
日
︶

・
明
治
二
十
二
年
七
月
十
四
日
条

塚
田
菅
彦
方
ヘ
行
︑
楼
上
ニ
テ
鎮
魂
祭
ヲ
授
︑
夕
帰
宅

塚
田
菅
彦
の
住
ま
い
の
﹁
楼
上
﹂
に
於
い
て
﹁
鎮
魂
祭
ヲ
授
﹂
け
て
い
る
︒

④
鈴
木
重
明
︵
明
治
二
十
三
年
十
月
十
三
日
︶

・
明
治
二
十
三
年
十
月
十
日
条

福
島
縣
磐
城
国
標
葉
郡
請
戸
村
鈴
木
重
明
来
︑
鎮
魂
祭
秘
事
口
授
ヲ
受
度
申
来
︑
弐
冊
用
立
︑
卵
壱
箱
贈
与
有
之
︑
日
本
佛
法
穴
捜
原

稿
返
却
有
之

・
明
治
二
十
三
年
十
月
十
三
日
条

鈴
木
重
明
来
訪
︑
日
文
本
義
髙
市
未
白
先
生
ノ
書
写
シ
相
済
ニ
付
誓
約
書
︑
鎮
魂
之
秘
事
御
傳
授
之
上
ハ
決
シ
テ
他
言
致
間
敷
候
事

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

六
七
︵

六
七

︶



但

口
授
依
願
之
人
ヘ
者
相
授
候
事
︑
右
誓
約
致
候
也

明
治
廿
三
年
十
月
十
三
日
福
島
縣
磐
城
国
標
葉
郡
請
戸
村

鈴
木
重
明
印

殿

束
脩
持
参
有
之
ニ
付
︑
赤
坂
氷
川
神
社
々
務
所
借
用
シ
︑
一
浴
シ
︑
白
衣
持
参
シ
︑
第
一
條
ヨ
リ
ア
ケ
兩
度
ニ
相
授
︑
傳
書
写
取
済
ニ

付
授
受
都
合
よ
く
相
済

明
治
二
十
三
年
十
月
十
日
に
福
島
県
標
葉
郡
請
戸
村
︵
現
在
双
葉
郡
浪
江
町
︶
の
鈴
木
重
明
が
高
房
を
来
訪
し
︑
﹁
鎮
魂
祭
秘
事
口
授
﹂

受
伝
の
希
望
を
高
房
に
伝
え
て
い
る
︒
﹃
日
文
本
義
﹄
︵
高
房
著
述
の
鎮
魂
伝
授
に
関
わ
る
文
献
︶
の
書
写
は
予
め
済
ま
せ
て
い
た
よ
う
で
︑

同
十
三
日
に
は
誓
約
書
を
書
か
せ
︑
束
修
︵
入
門
の
謝
礼
︶
の
受
け
渡
し
の
後
赤
坂
氷
川
神
社
社
務
所
に
て
伝
授
を
行
っ
て
い
る
︒
①
～
③

の
事
例
と
は
異
な
り
︑
﹃
日
文
本
義
﹄
の
授
受
や
誓
約
書
の
取
り
交
し
が
行
わ
れ
て
い
る
︒

⑤
叶
真
吉
︵
明
治
二
十
五
年
七
月
六
日
︶

・
明
治
二
十
五
年
三
月
六
日
条

叶
真
吉
ヨ
リ
菓
子
ヲ
贈
与
シ
︑
鎮
魂
傳
ノ
ヿ
ヲ
申
来
ル

・
﹁
三
輪
田
高
房
宛
叶
真
吉
書
簡

︵
59
︶

﹂

拝
啓
︑
陳
ハ
一
昨
日
ハ
愚
生
多
年
仰
望
仕
居
候
鎮
魂
傳
ノ
儀
ニ
付
種
々
御
教
訓
ヲ
蒙
リ
万
々
御
礼
申
上
候
︑
就
而
ハ
右
作
業
御
都
合
次

第
一
刻
モ
早
ク
御
傳
授
ヲ
賜
リ
度
︑
齋
戒
誓
言
等
ハ
御
指
揮
ニ
随
ヒ
︑
イ
カ
様
ナ
リ
ト
モ
可
仕
候
由
︑
何
卒
幾
日
頃
相
願
レ
候
哉
︑
尊

慮
御
伺
申
上
候
︑
頓
首
不
備

三
月
六
日

叶
真
吉

三
輪
田
先
生
机
下

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

六
八
︵

六
八

︶



二
伸
︑
此
品
至
テ
蘇
末
ニ
テ
恐
縮
ニ
候
得
共
︑
進
呈
仕
候
︑
御
笑
納
被
下
候
得
︑
大
慶
ニ
奉
存
候

・
明
治
二
十
五
年
三
月
七
日
条

叶
真
吉
来
訪
︑
鎮
魂
ノ
話
ヲ
為
シ
︑
松
山
神
道
一
本
用
立

・
明
治
二
十
五
年
四
月
三
日
条

叶
真
吉
ト
︑
下
谷
區
上
野
桜
木
町
四
番
地
第
四一

号
細
谷
松
三
郎
入
門
︑
鎮
魂
祭
ノ
ヿ
ナ
リ
︑
楢
原
嘉
一
郎
も
来
訪
︑
叶
ニ
日
文
本
義
原

稿
用
立

・
明
治
二
十
五
年
四
月
十
日
条

叶
真
吉
来
訪
︑
鎮
魂
之
話
ヲ
為
ス

・
明
治
二
十
五
年
七
月
六
日
条

此
夜
叶
真
吉
ヘ
鎮
魂
作
業
ヲ
傳
授
ス

・
明
治
二
十
五
年
七
月
七
日
条

叶
真
吉
来
訪
︑
魚
料
五
十
銭
ヲ
贈
来
ル
︑
書
物
返
シ
来
ル

・
明
治
二
十
五
年
八
月
十
五
日
条

叶
真
吉
来
訪
︑
日
文
口
授
作
業
授
受
証
書
相
渡
ス

・
明
治
二
十
六
年
七
月
二
十
日
条
︵
後
述
⑧
同
日
条
掲
出
︶

当
時
神
宮
教
に
所
属
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

︵
60
︶

︑
後
に
石
上
神
宮
宮
司
森
津
倫
雄
に
鎮
魂
行
事
を
伝
授
す
る
叶
真
吉
に
つ
い
て
は
︑
先
ず
明

治
二
十
五
年
三
月
六
日
に
菓
子
の
贈
与
と
共
に
鎮
魂
伝
授
希
望
の
旨
が
高
房
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
︒
﹃
三
輪
田
高
房
日
誌
﹄
四
〇
の
裏
見
返

し
に
挟
ま
れ
た
関
係
書
簡
の
文
面
よ
り
叶
が
鎮
魂
の
伝
授
を
懇
望
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
︒
翌
七
日
に
は
﹁
松
山
神
道
﹂
一
本
を
叶

真
吉
に
用
立
て
て
い
る
︒
さ
ら
に
同
年
四
月
三
日
に
は
細
谷
松
三
郎
と
共
に
﹁
鎮
魂
祭
の
ヿ
﹂
で
入
門
し
︑﹃
日
文
本
義
﹄
を
用
立
て
て
い
る
︒

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

六
九
︵

六
九

︶



伝
授
は
同
年
七
月
六
日
夜
に
行
わ
れ
て
お
り
︑
翌
七
日
に
は
魚
料
の
受
渡
し
と
書
物
の
返
却
が
な
さ
れ
て
い
る
︒
な
お
︑
明
治
二
十
六
年
七

月
二
十
日
に
行
わ
れ
た
三
輪
田
高
房
か
ら
吉
村
春
樹
に
行
わ
れ
た
伝
授
に
は
﹁
誓
約
ノ
人
﹂
と
し
て
同
席
し
て
い
る
︒

⑥
田
代
邦
慶
︵
明
治
二
十
五
年
十
二
月
十
九
日
︶

・
明
治
二
十
五
年
十
二
月
十
四
日
条

福
島
縣
磐
城
国
行
方
郡
小
高
村
式
内
益
多
嶺
神
社
祀
官
田
代
邦
慶
父
子
来
訪
︑
鎮
魂
ノ
事
ヲ
傳
授
受
度
申
出
候
事
︑
右
ニ
付
松
山
古
神

道
ノ
秘
事
ヲ
用
立
讀
マ
シ
ム

・
明
治
二
十
五
年
十
二
月
十
五
日
条

田
代
父
子
来
訪
︑
真
綿
一
袋
被
贈
︑
昨
日
用
立
タ
ル
神
道
秘
事
ノ
巻
︑
昨
日
夜
中
ニ
写
シ
タ
ル
由
ニ
テ
持
参
有
之
︑
其
勉
強
知
ル
ヘ
キ

也
︑
明
日
入
門
ノ
約
ヲ
為
シ
テ
帰
︑
誓
約
書
下
書
用
立
候
事

・
明
治
二
十
五
年
十
二
月
十
六
日
条

田
代
邦
慶
入
門
誓
約
書
ヲ
納
ム
ル
ニ
付
︑
赤
坂
氷
川
神
社
柴
崎
富
足
氏
ヘ
御
社
借
用
申
遣
ス
︑
田
代
氏
直
柴
崎
氏
ヘ
行
︑
依
願
ノ
席

十
九
日
ナ
レ
ハ
ア
ニ
支
無
之
趣
ハ
カ
キ
ニ
テ
申
越
︑
只
時
間
ノ
処
返
事
可
渡
候
事
ニ
付
︑
十
七
日
申
遣
ス

・
明
治
二
十
五
年
十
二
月
十
六
日
条
上
欄

日
文
本
義
又
一
冊
用
立

・
明
治
二
十
五
年
十
二
月
十
八
日
条

田
代
邦
慶
明
日
十
時
来
由
申
越
ス

・
明
治
二
十
五
年
十
二
月
十
九
日
条

田
代
邦
慶
来
訪
︑
日
文
本
義
写
持
参
有
之
︑
暗
誦
之
趣
質
問
了
︑
午
飯
シ
同
車
ニ
テ
氷
川
社
祀
官
柴
崎
富
足
氏
ヲ
訪
ヒ
︑
社
頭
借
用
シ
︑

日
文
ノ
口
授
ト
作
業
ヲ
傳
フ
︑
了
テ
富
足
氏
ヲ
辞
シ
︑
亦
同
車
シ
テ
帰
ル
ト
き
邦
慶
氏
た
も
さ
く
に
書
て
い
出
し
た
る
う
つ
し
︑
い
き

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

七
〇
︵

七
〇

︶



の
か
き
り
け
し
き
心
を
ふ
り
す
て
ヽ
神
世
の
道
に
身
を
や
つ
く
さ
む

松
の
ね
も
三
十
一
字
を
書
つ
け
て
け
□
た
る

松
の
か
身
の
中

ニ
も
い
ま
す

た
ま
ち
は
ふ
神
の
み
の
り
に
た
か
は
さ
ち
ま
シ

・
明
治
二
十
五
年
十
二
月
十
九
日
条
︿
上
欄
﹀

細
谷
松
三
郎
ヘ
手
帋
遣
シ
︑
鎮
魂
十
種
画
之
巻
と
り
ニ
遣
ス
︑
田
代
氏
ニ
持
す

・
明
治
二
十
五
年
十
二
月
二
十
日
条

田
代
邦
慶
夜
中
来
訪
︑
鎮
魂
ノ
事
ヲ
談
︑
細
谷
松
三
郎
ヨ
リ
画
圖
巻
返
却
有
之
︑
田
代
ヘ
伴
信
友
先
生
斎
藤
彦
麿
先
生
□
ノ
傳
書
全
巻

壱
冊
ヲ
用
立
候
事
︑
明
廿
一
日
出
立
之
由
申
届
候
事

福
島
県
行
方
郡
小
高
村
︵
現
南
相
馬
市
小
高
区
︶
に
鎮
座
す
る
益
多
嶺
神
社
の
神
職
田
代
邦
慶
に
つ
い
て
は
︑
明
治
二
十
五
年
十
二
月

十
四
日
に
邦
慶
父
子
が
高
房
を
来
訪
し
︑
鎮
魂
伝
授
の
希
望
を
申
し
出
︑
高
房
は
﹁
松
山
古
神
道
ノ
秘
事
﹂
を
用
立
て
て
い
る
︒
翌
十
五
日

に
は
田
代
父
子
が
真
綿
一
袋
と
共
に
書
写
を
済
ま
せ
た
﹁
神
道
秘
事
ノ
巻
﹂
の
返
却
に
来
て
い
る
︒
な
お
そ
の
際
に
は
十
六
日
に
入
門
す
る

こ
と
を
約
束
し
︑
誓
約
書
の
下
書
き
を
田
代
邦
慶
に
用
立
て
て
い
る
︒
翌
十
六
日
に
誓
約
書
の
受
渡
し
が
あ
り
︑
﹃
日
文
本
義
﹄
の
用
立
て

や
鎮
魂
伝
授
の
場
所
と
な
る
赤
坂
氷
川
神
社
を
借
用
す
る
手
続
き
が
行
わ
れ
て
い
る
︒
同
月
十
九
日
に
は
﹃
日
文
本
義
﹄
の
返
却
︑
﹁
暗
誦

之
趣
質
問
﹂
︑
夕
食
の
後
︑
赤
坂
氷
川
神
社
社
頭
に
於
い
て
﹁
日
文
ノ
口
授
ト
作
業
﹂
の
伝
授
が
行
わ
れ
て
い
る
︒

⑦
清
水
廣
景
︵
明
治
二
十
六
年
六
月
三
十
日
︶

・
明
治
二
十
六
年
六
月
二
十
日
条

清
水
廣
景
来
訪
有
之
︑
七
日
祓
修
業
ス
ル
由
鎮
魂
巻
一
冊
用
立
候
事

・
明
治
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日
条

清
水
廣
景
日
文
本
義
□
問
ニ
来
ル

・
明
治
二
十
六
年
六
月
三
十
日
条

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

七
一
︵

七
一

︶



此
日
清
水
廣
景
鎮
魂
傳
誓
約
書
ヲ
納
︑
束
脩
ヲ
納
︑
此
日
神
宮
教
院
ニ
於
テ
作
業
ヲ
伝
授
す
︑
水
ニ
浴
シ
直
垂
ヲ
キ
テ
相
授
ク
ル
ナ
リ

・
明
治
二
十
六
年
七
月
十
五
日
条

清
水
廣
景
ヲ
訪
︑
云
々
ス

・
明
治
二
十
六
年
七
月
二
十
日
条
︵
後
述
⑧
同
日
条
掲
出
︶

神
宮
教
に
所
属
し
て
い
た

︵
61
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清
水
廣
景
に
つ
い
て
は
︑
明
治
二
十
六
年
六
月
二
十
日
︑
同
月
二
十
七
日
の
祓
修
業
や
﹁
鎮
魂
巻
﹂
の
用
立
て
︑

﹃
日
文
本
義
﹄
に
関
す
る
や
り
取
り
の
後
︑
明
治
二
十
六
年
六
月
三
十
日
に
鎮
魂
傳
誓
約
書
︑
束
修
の
受
渡
し
︑
神
宮
教
院
に
於
け
る
鎮
魂

作
業
の
伝
授
が
行
わ
れ
て
い
る
︒
な
お
︑
明
治
二
十
六
年
七
月
二
十
日
に
行
わ
れ
た
三
輪
田
高
房
か
ら
吉
村
春
樹
に
行
わ
れ
た
伝
授
に
は
叶

真
吉
と
同
様
に
﹁
誓
約
ノ
人
﹂
と
し
て
同
席
し
て
い
る
︒

⑧
吉
村
春
樹
︵
明
治
二
十
六
年
七
月
二
十
日
︶

・
明
治
二
十
六
年
七
月
十
七
日
条

本
日
吉
村
春
樹
来
リ
︑
鎮
魂
誓
約
書
ヲ
差
出
シ
鎮
魂
ノ
話
ヲ
為
ス

・
明
治
二
十
六
年
七
月
十
八
日
条

吉
村
春
樹
鎮
魂
傳
質
問
ニ
来
ル

・
明
治
二
十
六
年
七
月
十
九
日
条

吉
村
春
樹
来
訪
︑
今
夕
相
約
シ
鎮
魂
ヲ
傳
フ
ル
ナ
リ

・
明
治
二
十
六
年
七
月
二
十
日
条

吉
村
春
樹
来
訪
︑
今
夕
相
約
シ
鎮
魂
ノ
作
業
ヲ
授
ク
︑
叶
真
吉
︑
清
水
廣
景
モ
誓
約
ノ
人
ナ
レ
ハ
同
席
ニ
テ
相
授
ク
︑
此
夜
大
雨
人
皆

大
ニ
悦
フ
ナ
リ
︑
吉
村
車
ヲ
以
テ
送
リ
帰
ス
︑
其
篤
キ
知
ル
ヘ
シ

・
明
治
二
十
六
年
七
月
二
十
一
日
条

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

七
二
︵

七
二

︶



朝
昨
夜
ノ
礼
ニ
吉
村
春
樹
来
訪
︑
木
綿
縮
一
包
ヲ
贈
与
有
之
︑
本
日
九
時
出
立
ノ
趣

神
宮
教
に
所
属
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

︵
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吉
村
春
樹
に
つ
い
て
は
︑
明
治
二
十
六
年
七
月
十
七
日
に
鎮
魂
誓
約
書
の
受
渡
し
が
行
わ
れ
︑

同
月
十
九
日
夕
方
に
鎮
魂
︵
作
業
を
伴
わ
な
い
口
授
の
こ
と
か
︶
が
伝
え
ら
れ
︑
翌
二
十
日
夕
方
に
は
既
に
伝
授
を
受
け
て
い
た
叶
真
吉
︑

清
水
廣
景
同
席
の
下
﹁
鎮
魂
ノ
作
業
﹂
の
伝
授
が
行
わ
れ
て
い
る
︒
明
く
る
二
十
一
日
に
吉
村
春
樹
は
伝
授
の
礼
と
し
て
高
房
に
木
綿
縮
を

贈
っ
て
い
る
︒

⑨
細
谷
松
三
郎

・
明
治
二
十
五
年
三
月
十
五
日
条

細
谷
某
鎮
魂
ノ
話
ヲ
聞
度
ニ
付
申
込
也
ト
云

・
明
治
二
十
五
年
四
月
三
日
条

叶
真
吉
ト
下
谷
區
上
野
桜
木
町
四
番
地
第
四
一
号
細
谷
松
三
郎
入
門
︑
鎮
魂
祭
ノ
ヿ
ナ
リ
︑
楢
原
嘉
一
郎
も
来
訪
︑
叶
ニ
日
文
本
義
原

稿
用
立

・
明
治
二
十
五
年
六
月
二
十
七
日
条

細
谷
来
訪
︑
日
文
擬
字
篇
三
本
写
本
壱
本
返
却
有
之
︑
日
文
本
義
仝
小
冊
用
立
候
事

・
明
治
二
十
五
年
八
月
十
九
日
条

細
谷
松
三
郎
ヘ
ハ
カ
キ
遣
シ
︑
日
文
返
却
申
遣
ス

・
明
治
二
十
五
年
八
月
二
十
日
条

細
谷
松
三
郎
来
訪
︑
日
文
本
義
二
冊
返
却
有
之
︑
前
ニ
諸
家
鎮
魂
集
録
壱
冊
用
立
候
事
︑
質
問
十
餘
條
有
之
︑
シ
ン
タ
イ
シ
ン
ユ
ノ
件

ハ
家
傳
モ
有
之
由
ナ
レ
ト
モ
讀
法
無
之
手
術
無
之
趣
話
有
之

細
谷
松
三
郎
に
つ
い
て
は
︑
前
述
の
②
～
⑧
の
よ
う
な
鎮
魂
行
事
の
伝
授
を
受
け
た
記
録
は
見
ら
れ
な
い
が
︑
三
輪
田
高
房
よ
り
鎮
魂
に

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

七
三
︵

七
三

︶



つ
い
て
学
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
た
め
こ
こ
に
挙
げ
た
︒
叶
真
吉
と
共
に
﹁
鎮
魂
祭
ノ
ヿ
﹂
で
入
門
し
︑
鎮
魂
伝
授
を
受
け
た
他
の
人
物
と

同
様
に
﹃
日
文
本
義
﹄
の
借
用
を
受
け
て
い
る
が
︑
日
誌
中
に
伝
授
記
録
は
見
ら
れ
な
い
︒

第
二
節

伝
授
の
様
子

こ
こ
ま
で
個
々
の
伝
授
事
例
を
見
て
き
た
が
︑
個
別
事
例
を
比
較
し
︑
伝
授
に
至
る
ま
で
の
手
続
き
の
様
子
や
︑
手
続
き
の
確
立
期
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
︒

伝
授
に
至
る
ま
で
の
手
続
き
の
様
子
は
凡
そ
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒
先
ず
伝
授
希
望
の
申
出
が
あ
る
と
︑
﹃
日
文
本
義
﹄
や
﹁
神
道
秘
事

ノ
巻
﹂
︵
﹁
松
山
神
道
﹂
﹁
松
山
古
神
道
ノ
秘
事
﹂
と
も
記
さ
れ
て
い
る
︶
等
の
書
籍
が
用
立
て
ら
れ
︑
受
伝
者
は
こ
れ
ら
を
書
写
す
る
︒
鎮

魂
伝
授
が
認
め
ら
れ
る
と
誓
約
書
の
受
渡
し
︑
束
修
の
納
入
が
行
わ
れ
る
︒
手
続
き
が
済
む
と
伝
授
が
行
わ
れ
る
が
︑
伝
授
に
は
口
授
︵
教

学
的
な
部
分
か
︶
と
作
業
︵
身
体
動
作
を
伴
う
作
法
︶
と
の
二
種
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒
伝
授
の
時
間
帯
と
し
て
は
夜
に
行
わ
れ
る
こ
と

が
多
く
︑
﹃
日
文
本
義
﹄
に
於
い
て
も
﹁
鎮
魂
祭
行
事
﹂
を
行
う
時
間
に
つ
い
て
﹁
夜
十
二
時
ヲ
以
テ
始
メ
ト
ス
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
伝

授
の
場
と
し
て
は
神
宮
教
の
教
会
︵
神
宮
教
京
都
教
会
︶
や
神
宮
教
院
︵
麹
町
区
有
楽
町
︶
︑
赤
坂
氷
川
神
社
等
︑
神
社
や
神
宮
教
の
施
設

と
い
っ
た
日
常
生
活
と
は
異
な
る
相
応
し
い
場
所
が
選
ば
れ
て
い
る
︒
伝
授
の
後
に
は
受
伝
者
よ
り
礼
品
の
受
渡
し
が
な
さ
れ
て
い
る
︒

伝
授
に
至
る
ま
で
の
手
続
き
の
確
立
期
で
あ
る
が
︑
鈴
木
重
明
に
対
す
る
伝
授
︵
明
治
二
十
三
年
十
月
︶
以
降
の
事
例
で
は
﹃
日
文
本
義
﹄

の
用
立
て
や
誓
約
書
の
受
渡
し
等
形
式
的
な
や
り
取
り
が
見
出
せ
︑
こ
の
頃
よ
り
段
階
的
な
伝
授
過
程
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
︒

第
三
節

受
伝
者
の
分
布

鎮
魂
行
事
の
受
伝
者
と
し
て
は
神
宮
教
関
係
者
が
多
く
︑
そ
の
他
鈴
木
重
明
︑
田
代
邦
慶
と
い
っ
た
福
島
県
の
人
々
も
高
房
よ
り
伝
授
を

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

七
四
︵

七
四

︶



受
け
て
い
る
︒

神
宮
教
関
係
者
に
受
伝
者
が
多
い
こ
と
よ
り
神
宮
教
と
し
て
の
組
織
的
な
伝
授
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
が
︑
こ
の
点

に
つ
い
て
は
三
輪
田
高
房
の
生
涯
の
中
で
の
時
期
に
注
目
し
考
察
し
て
み
た
い
︒
日
誌
の
中
で
鎮
魂
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
の
は
明
治

十
九
～
二
十
六
年
に
か
け
て
の
七
年
間
程
で
あ
る
︒
さ
ら
に
誓
約
書
を
交
わ
す
形
で
の
伝
授
事
例
は
明
治
二
十
三
～
二
十
六
年
に
限
ら
れ

る
︒
こ
の
時
期
高
房
は
既
に
神
宮
教
を
辞
職
し
て
お
り
︑
神
宮
教
と
し
て
の
鎮
魂
伝
授
に
関
す
る
組
織
的
な
記
録
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
よ
り
︑

伝
授
は
あ
く
ま
で
も
個
人
的
な
人
脈
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

︵
63
︶

︒
と
は
い
え
受
伝
者
の
分
布
や
伝
授
の
場

か
ら
も
わ
か
る
通
り
神
宮
教
内
で
の
人
脈
が
行
法
伝
播
の
契
機
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
︒

第
三
章

鎮
魂
論
の
受
容
と
﹁
広
告
﹂

三
輪
田
高
房
は
自
ら
の
鎮
魂
論
を
﹃
日
文
本
義
﹄
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
︒
本
章
で
は
︑
﹃
日
文
本
義
﹄
の
概
略
や
受
容
者
︑
高
房
が
雑

誌
を
通
じ
て
行
っ
た
鎮
魂
論
の
﹁
広
告
﹂
に
注
目
し
︑
鎮
魂
論
の
広
が
り
や
鎮
魂
論
に
対
す
る
希
求
を
明
ら
か
に
す
る
︒

第
一
節

鎮
魂
論
を
記
し
た
﹃
日
文
本
義
﹄

前
述
の
通
り
高
房
よ
り
伝
授
を
受
け
た
人
々
は
伝
授
に
先
立
っ
て
﹃
日
文
本
義
﹄
の
借
用
や
書
写
を
し
て
い
る
︒
﹃
日
文
本
義
﹄
に
つ
い

て
は
現
在
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
︒

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵
の
﹃
日
文
本
義
﹄
に
は
奥
書
や
識
語
等
は
無
く
︑
一
見
し
た
と
こ
ろ
著
者
に
つ
い
て
も
明
確
に
は
記
さ

れ
て
い
な
い
︒
ま
た
︑
小
西
雲
鶴
﹃
鎮
魂
法
伝
習
録

︵
64
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﹄
に
於
い
て
﹃
日
文
本
義
﹄
が
抄
出
さ
れ
て
い
る
が
︑
著
者
に
つ
い
て
は
﹁
○
○
高
房

著
︵
姓
不
詳
︶
﹂
と
あ
り
判
然
と
し
て
い
な
い
︒
緒
言
に
は
︑

明
治
十
年
十
月
十
日
︒
東
京
ヲ
發
シ
︒
二
府
十
三
縣
ヲ
巡
回
ノ
際
︒
京
都
ニ
到
リ
︒
神
宮
教
會
︒
京
都
本
部
︒
教
長
代
理
︒
権
少
教
落

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

七
五
︵

七
五

︶



合
直
澄
氏
カ
日
文
考
ヲ
見
シ
ヿ

と
あ
り
︑
著
者
が
明
治
十
年
に
巡
回
を
行
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
巡
回
記
事
の
内
容
は
﹃
三
輪
田
高
房
日
誌
﹄
の
該
当
箇
所
に

合
致
す
る
︒
ま
た
︑
緒
言
の
中
で
﹁
髙
房
ガ
兦
父
清
敏
君
﹂
と
記
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
︑
実
際
に
三
輪
田
高
房
の
父
は
三
輪
田
清
敏
で
あ

る
︒
以
上
の
よ
う
な
こ
と
よ
り
著
者
は
三
輪
田
高
房
本
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

全
体
の
体
裁
︑
構
成
で
あ
る
が
︑
外
題
は
題
箋
に
﹃
日
文
本
義
﹄
と
あ
る
︒
一
丁
目
表
の
一
行
目
に
は
﹁
日
文
本
義
緒
言

別
名
日
文

鎮
魂
本
義
﹂
と
あ
り
︑
﹃
日
文
鎮
魂
本
義
﹄
と
も
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
墨
付
き
三
六
丁
で
︑
﹁
緒
言
﹂
︑
日
文
の
意
味
を
説
明
す

る
本
文
︑
﹁
鎮
魂
祭
行
事
﹂
︑
﹁
白
川
吉
田
両
氏
奠
供
﹂
︑
﹁
雜
説
﹂
︑
﹁
八
神
畧
説
﹂
︑
﹁
日
文
本
義
根
據
﹂
︑
神
代
文
字
︑
平
田
篤
胤
﹃
日
文
傳
﹄

の
抄
出
︑
﹁
鎮
魂
祭
ニ
関
係
ア
ル
歌
﹂
︑
﹁
感
應
口
訣
﹂
と
の
十
一
項
目
よ
り
構
成
さ
れ
る
︒

本
書
の
主
題
に
つ
い
て
は
緒
言
に
︑

髙
房
ガ
兦
父
清
敏
君
︒
及
ヒ
白
川
氏
︒
吉
田
氏
ノ
秘
事
︒
石
上
旧
神
官
森
氏
︒
對
馬
國
卜
部
阿
比
留
氏
ノ
秘
事
ノ
神カ

ン

業ワ
ザ

ヲ
考
ヘ
︒
日
文

本
文
ノ
句
ヲ
キ
リ
テ
︒

㊀
ヒ○

フ○

ミ○

ヨ○

イ○

ム○

ナ○

ヤ○

コ○

ト○

十
字
ヲ
一
句
ト
為
シ
︒

㊁
モ○

チ○

ロ○

ラ○

四
字
ヲ
一
句
ト
為
シ
︒

㊂
ネ○

シ○

キ○

ル○

四
字
ヲ
一
句
ト
為
シ
︒

㊃
ユ○

ヰ○

ツ○

ワ○

ヌ○

五
字
ヲ
一
句
ト
為
シ
︒

㊄
ソ○

ヲ○

タ○

ハ○

ク○

メ○

カ○

七
字
ヲ
一
句
ト
為
シ
︒

㊅
ウ○

オ○

エ○

ニ○

サ○

リ○

ヘ○

テ○

ノ○

マ○

ス○

十
一
字
ヲ
一
句
ト
為
シ
︒

㊆
ア○

セ○

ヱ○

ホ○

レ○

ケ○

六
字
ヲ
一
句
ト
為
シ
︒

解
釋
ス
ル
ニ
口
授
ノ
神
業
ヲ
以
テ
シ
︒
博
雅
ノ
君
子
ノ
是
正
ヲ
待
︒

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

七
六
︵

七
六

︶



と
あ
り
︑
本
文
冒
頭
に
︑

日
文
全
文
ハ
︒
鎮
魂
祭
ノ
秘
事
︒
布
瑠
倍
由
良
由
良
由
良
由
良
布
瑠
倍
前
後
左
右
中
等
ノ
神
業
ト
末
ノ
ア
セ
ヱ
ホ
レ
ケ
ニ
至
リ
テ
︒
神

人
感
應
ノ
ヿ
ヲ
示
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

と
あ
る
よ
う
に
﹁
日
文
﹂
︵
﹁
ヒ
フ
ミ
ヨ
イ
ム
ナ
ヤ
コ
ト
﹂
か
ら
始
ま
る
四
七
音
︶
は
﹁
鎮
魂
ノ
傳
ヘ
ノ
神
業

︵
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︶

﹂
を
語
る
も
の
で
あ
る
と
し
て

こ
れ
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
︒
﹁
日
文
﹂
は
﹃
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
﹄
が
文
献
上
の
初
出
で
あ
る
が
︑
特
に
平
田
篤
胤
﹃
神

字
日
文
伝
﹄
以
降
神
代
文
字
を
表
す
も
の
と
し
て
国
学
者
に
よ
っ
て
種
々
の
見
解
が
示
さ
れ
て
き
た
︒
高
房
は
﹃
先
代
旧
事
本
紀
﹄
に
記
さ

れ
る
鎮
魂
祭
の
由
来
を
記
す
箇
所
に
︑
﹁
一
二
三
四
五
六
七
八
九
十
﹂
と
の
数
字
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
﹁
ヒ
フ
ミ
ヨ
イ
ム
ナ
ヤ
コ
ト
﹂

よ
り
始
ま
る
﹁
日
文
﹂
は
鎮
魂
を
語
る
も
の
で
あ
る
と
の
発
想
に
至
っ
た
よ
う
で
︑
そ
の
時
の
様
子
を
緒
言
に
︑

明
治
二
十
一
年
十
月
四
日
︒
午
前
二
時
︒
睡
リ
覺
メ
端
坐
シ
︒
古
ニ
考
ヘ
テ
今
ニ
及
ボ
ス
ト
キ
︒
恍
然
ト
シ
テ
胸
中
ニ
浮
ヒ
タ
リ
シ

ハ
︒
此
日
文
ノ
神
字
ゾ
︒
鎮
魂
祭
ノ
傳
ヲ
書
キ
タ
ル
ナ
リ
ト
︒

と
し
て
記
し
て
い
る
︒

第
二
節

﹃
日
文
本
義
﹄
の
受
容
者

﹁
日
文
﹂
は
鎮
魂
行
事
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
三
輪
田
高
房
独
自
の
鎮
魂
論
を
記
し
た
﹃
日
文
本
義
﹄
は
鎮
魂
行
事
の
受
伝
者

以
外
に
も
受
容
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
︒
鎮
魂
行
事
の
受
伝
者
以
外
で
﹃
日
文
本
義
﹄
の
受
容
が
伺
え
る
﹃
三
輪
田
高
房
日
誌
﹄
の
記
述
を
引

用
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

・
明
治
二
十
四
年
二
月
二
十
七
日
条

石
丸
忠
胤
来
訪
︑
日
文
本
義
壱
冊
古
神
道
壱
冊
返
却
有
之

・
明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
二
日
条

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

七
七
︵

七
七

︶



茂
木
充
実
来
訪
︑
日
本
本

︿
マ
マ
﹀

義
壱
冊
返
却
有
之

・
明
治
二
十
四
年
十
一
月
十
六
日
条

福
住
正
兄
カ
旅
宿
ヲ
訪
ヒ
︑
日
文
本
義
持
参
ニ
テ
談
話
ス

・
明
治
二
十
四
年
十
一
月
十
九
日
条

福
住
正
兄
ヨ
リ
日
文
本
義
書
状
ヲ
添
テ
帰
ス

・
明
治
二
十
七
年
九
月
三
日
条

平
田
ヨ
リ
日
文
本
義
︑
析
玄
返
却
有
之

・
明
治
二
十
八
年
二
月
十
八
日
条

太
田
武
和
来
訪
︑
日
文
本
義
︑
凡
仙
叢
録
︑
省
心
雑
言
︑
道
書
返
却
相
来
候
事

・
明
治
二
十
八
年
二
月
二
十
一
日
条

篠
田
時
化
雄
ヘ
日
文
本
義
用
立
候
事

太
田
武
和
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
が
︑
石
丸
忠
胤
︑
茂
木
充
実
︑
福
住
正
兄
︑
平
田
︵
盛
胤
︶
︑
篠
田
時
化
雄
と
い
っ
た
面
々
は
何

れ
も
神
社
や
神
道
︑
国
学
に
造
詣
が
深
い
人
物
で
あ
る
︒
三
輪
田
高
房
が
神
官
教
導
職
の
兼
務
や
神
宮
の
教
化
関
係
機
関
へ
の
所
属
と
い
っ

た
経
験
を
通
じ
て
築
き
上
げ
た
横
の
つ
な
が
り
の
中
で
﹃
日
文
本
義
﹄
が
受
容
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

︵
66
︶

︒

第
三
節

鎮
魂
論
の
﹁
広
告
﹂
と
鎮
魂
教
授
の
希
求

鎮
魂
行
事
の
伝
授
を
受
け
た
人
々
や
三
輪
田
高
房
と
面
識
が
あ
っ
た
人
々
が
﹃
日
文
本
義
﹄
を
受
容
し
て
い
た
一
方
で
︑
﹃
三
輪
田
高
房

日
誌
﹄
に
は
面
識
が
全
く
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
全
国
各
地
の
人
々
よ
り
鎮
魂
行
事
の
教
授
や
︑
﹃
日
文
本
義
﹄
の
授
与

を
願
う
手
紙
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
︒
三
重
県
北
牟
婁
郡
長
島
村
︵
現
紀
北
町
︶
の
神
職
御
舘
磐
彦
が
鎮
魂
行
事
の
伝
授
を
願
い
出
た
場
面
で

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

七
八
︵

七
八

︶



高
房
は
御
舘
磐
彦
の
事
を
明
確
に
﹁
未
タ
面
会
ナ
キ
人
ナ
リ

︵
67
︶

﹂
と
記
し
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
な
面
識
の
無
か
っ
た
人
々
は
如
何
に
し
て
三
輪

田
高
房
が
鎮
魂
行
事
を
伝
え
て
い
た
こ
と
や
︑
﹃
日
文
本
義
﹄
の
著
作
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒

こ
の
疑
問
点
に
つ
い
て
三
輪
田
高
房
と
二
人
の
人
物
と
の
や
り
取
り
を
手
掛
か
り
に
考
察
し
た
い
︒
先
ず
挙
げ
る
の
は
島
根
県
周
吉
郡
中

村
︵
現
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町
︶
の
出
雲
大
社
教
教
師
森
建
樹
と
の
や
り
取
り
で
あ
る
︒

・
明
治
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
条

島
根
縣
隠
岐
国
周
吉
郡
中
村
森
建
樹
︑
廿
四
日
ノ
書
達
ス
︑
日
文
ノ
事
申
越
ス

・
明
治
二
十
五
年
十
一
月
二
日
条

隠
岐
国
森
建
樹
ヘ
返
事
遣
ス

明
治
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
条
に
記
さ
れ
る
﹁
廿
四
日
ノ
書
﹂
と
は
︑
﹃
三
輪
田
高
房
日
誌
﹄
四
〇
の
巻
末
裏
見
返
し
に
挟
ま
れ
て
い

る
﹁
三
輪
田
高
房
宛
森
建
樹
書
簡

︵
68
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﹂
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
書
簡
の
中
で
森
建
樹
は
︑

過
日
大
八
洲
雜
誌
第
七
十
三
号
中
ニ
︑
大
人
之
﹁
神
に
つ
か
へ
奉
る
人
た
ち
に
告
﹂
と
申
一
篇
ヲ
拝
見
仕
候
処
︑
日
文
本
義
ト
申
書
御

著
述
相
成
候
御
趣

と
し
て
︑﹃
大
八
洲
雜
誌
﹄
第
七
十
三
号
に
載
せ
ら
れ
て
い
た
高
房
の
﹁
神
に
つ
か
へ
奉
る
人
た
ち
に
告
﹂
と
い
う
文
章
を
読
み
﹃
日
文
本
義
﹄

の
存
在
を
知
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
︒
さ
ら
に
書
簡
の
後
半
で
は
︑
﹁
何
卒
右
御
書
物
購
仕
度
﹂
と
し
て
﹃
日
文
本
義
﹄
の
購
入
を
願
っ

て
い
る
︒

次
に
岡
山
県
苫
田
郡
津
山
町
︵
現
津
山
市
︶
に
鎮
座
す
る
徳
守
神
社
の
神
職
難
波
春
胤
の
例
を
見
て
み
た
い
︒

・
明
治
二
十
五
年
十
二
月
三
日
条

美
作
国
津
山
町
縣
社
徳
守
神
社
神
官
難
波
春
胤
︑
十
一
月
三
十
日
書
達
︑
鎮
魂
ノ
事
申
来
候
事

﹁
十
一
月
三
十
日
書
﹂
と
は
︑
﹃
三
輪
田
高
房
日
誌
﹄
四
〇
の
巻
末
裏
見
返
し
に
挟
ま
れ
て
い
る
﹁
三
輪
田
高
房
宛
難
波
春
胤
書
簡

︵
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﹂
の
こ

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

七
九
︵

七
九

︶



と
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
書
簡
の
中
で
難
波
春
胤
は
︑

去
ル
七
月
大
八
洲
雜
誌
第
七
十
三
号
ヲ
讀
行
度
中
ニ
︑
神
ニ
仕
奉
る
人
等
ニ
告
ト
題
被
為
テ
尊
大
人
ノ
御
廣
告
御
座
候
故
︑
拝
読
仕
候

と
し
て
︑﹃
大
八
洲
雜
誌
﹄
第
七
十
三
号
に
て
﹁
神
ニ
仕
奉
る
人
等
ニ
告
﹂
と
い
う
﹁
御
廣
告
﹂
を
読
ん
だ
こ
と
を
記
し
︑
書
簡
の
後
半
で
は
︑

御
著
ニ
相
成
候
処
之
日
文
本
義
云
御
書
物
ヲ
授
与
被
成
下
候
ヘ
者
︑
誠
ニ
有
難
仕
合
と
奉
存
候

と
し
て
﹃
日
文
本
義
﹄
の
授
与
を
願
っ
て
い
る
︒

以
上
の
よ
う
な
三
輪
田
高
房
と
森
建
樹
や
難
波
春
胤
と
の
や
り
取
り
よ
り
︑
二
人
が
共
通
し
て
﹃
大
八
洲
雜
誌
﹄
に
記
さ
れ
る
﹁
神
に
つ

か
へ
奉
る
人
た
ち
に
つ
ぐ
﹂
と
い
う
文
章
を
読
み
︑
三
輪
田
高
房
が
鎮
魂
に
関
す
る
﹃
日
文
本
義
﹄
と
い
う
書
物
を
著
作
し
た
こ
と
を
知
り
︑

手
紙
を
送
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
︒

﹁
神
に
つ
か
へ
奉
る
人
た
ち
に
つ
ぐ
﹂
は
三
輪
田
高
房
が
明
治
二
十
五
年
七
月
発
行
の
﹃
大
八
洲
雜
誌
﹄
巻
之
七
三
に
於
い
て
発
表
し
た

六
〇
〇
字
程
の
文
章
で
あ
る

︵
70
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︒
内
容
は
大
き
く
分
け
て
鎮
魂
に
関
わ
る
自
身
の
履
歴
︑
﹁
日
文
﹂
が
﹁
鎮
魂
の
作
業
﹂
を
表
す
も
の
で
あ
る

と
す
る
発
想
︑
﹃
日
文
本
義
﹄
の
著
述
︑
鎮
魂
の
啓
蒙
の
四
点
よ
り
構
成
さ
れ
る
︒

三
輪
田
高
房
は
﹁
神
に
つ
か
へ
奉
る
人
た
ち
に
つ
ぐ
﹂
の
中
で
﹃
日
文
本
義
﹄
に
於
い
て
鎮
魂
の
奥
秘
を
分
か
り
易
く
し
た
こ
と
︑
神
事

に
関
わ
る
人
は
鎮
魂
を
修
め
た
後
に
神
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
誠
の
道
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
記
し
︑
鎮
魂
の
学
修
を
勧
め
て
い
る
︒

こ
の
よ
う
な
﹁
広
告
﹂
に
よ
っ
て
多
く
の
人
々
が
三
輪
田
高
房
の
伝
え
た
鎮
魂
行
事
や
高
房
が
述
作
し
た
﹃
日
文
本
義
﹄
の
存
在
を
知
り
手

紙
を
送
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
前
述
の
御
舘
磐
彦
や
森
建
樹
︑
難
波
春
胤
の
他
に
も
﹁
神
に
つ
か
へ
奉
る
人
た
ち
に
つ
ぐ
﹂
の
投
稿
以
降
﹃
日

文
本
義
﹄
や
鎮
魂
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
高
房
に
数
件
寄
せ
ら
れ
て
い
る
︒
そ
の
事
例
を
挙
げ
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

・
明
治
二
十
五
年
十
一
月
十
九
日
条

肥
後
国
葦
北
郡
二
見
村
串
山
長
重
︑
十
五
日
ノ
ハ
カ
キ
達
ス
︑
日
文
本
義
ノ
代
價
問
合
有
之
候
事
︑
直
ニ
返
事
遣
ス

・
明
治
二
十
六
年
二
月
十
七
日
条

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

八
〇
︵

八
〇

︶



上
総
国
望
陀
郡
小
櫃
村
戸
崎
二
千
百
九
十
七
番
地
松
崎
六
平
︑
二
月
十
五
日
發
手
帋
以
テ
︑
鎮
魂
傳
ノ
事
申
来

熊
本
県
葦
北
郡
二
見
村
︵
現
八
代
市
︶
の
串
山
長
重
よ
り
の
﹃
日
文
本
義
﹄
代
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
や
︑
千
葉
県
望
陀
郡
小
櫃
村
︵
現

君
津
市
︶
の
松
崎
六
平
よ
り
の
鎮
魂
伝
に
関
す
る
申
し
出
が
確
認
で
き
る
︒

こ
の
よ
う
に
し
て
三
輪
田
高
房
と
面
識
が
無
か
っ
た
人
々
は
﹁
神
に
つ
か
へ
奉
る
人
た
ち
に
つ
ぐ
﹂
と
い
う
高
房
に
よ
る
鎮
魂
の
﹁
広
告
﹂

を
読
み
︑
﹃
日
文
本
義
﹄
の
授
与
や
鎮
魂
行
事
の
教
授
を
希
求
し
た
の
で
あ
る
︒

た
だ
し
︑
鎮
魂
教
授
を
希
求
し
て
高
房
に
書
簡
を
送
っ
た
人
々
が
鎮
魂
行
事
の
伝
授
を
受
け
た
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
︒
な
ぜ
伝
授
を

受
け
た
記
録
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
︒
三
輪
田
高
房
が
御
舘
磐
彦
に
返
信
し
た
書
簡
控
え
の
文
末
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
︒

作
業
モ
有
之
候
事
故
ニ
︑
書
面
ニ
テ
御
教
ヘ
致
シ
候
事
ハ
︑
難
相
整
候
︑
遠
方
之
事
故
ニ
︑
能
々
御
考
之
上
︑
御
上出

京
相
成
度
︑
此
段旨

御
返
事
如
此
御
座
候
也

︵
71
︶

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
論
は
鎮
魂
行
事
と
不
可
分
な
も
の
で
あ
り
﹁
作
業
﹂
︵
行
事
の
作
法
︶
は
書
面
に
て
正
確
に
伝
え
る
こ
と
は
で
き
ず
︑

上
京
し
た
上
で
の
対
面
伝
授
を
必
要
と
し
た
︒
現
在
の
よ
う
に
交
通
網
の
発
達
し
て
い
な
い
当
時
に
あ
っ
て
は
上
京
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ

と
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
鎮
魂
教
授
を
希
求
し
た
各
地
の
人
々
は
伝
授
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
︒

第
四
章

鎮
魂
行
事
の
そ
の
後

こ
こ
ま
で
三
輪
田
高
房
本
人
に
よ
る
鎮
魂
に
関
わ
る
活
動
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
︑
本
章
で
は
高
房
の
直
門
で
あ
る
叶
真
吉
の
活
動
に
注

目
し
︑
鎮
魂
行
事
が
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
︑
そ
の
後
の
軌
跡
を
辿
っ
て
み
た
い
︒

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

八
一
︵

八
一

︶



第
一
節

叶
真
吉
が
森
津
倫
雄
に
行
っ
た
鎮
魂
行
事
の
伝
授

石
上
神
宮
に
伝
え
ら
れ
た
自
修
鎮
魂
行
事
の
由
来
に
つ
い
て
は
石
上
神
宮
元
宮
司
の
森
津
倫
雄
が
﹃
石
上
神
宮
の
鎮
魂
祭
﹄
に
所
収
さ
れ

る
﹁
自
修
鎮
魂
式
相
傳
覺
書
﹂
に
て
記
し
て
い
る
︒
﹁
自
修
鎮
魂
式
相
傳
覺
書
﹂
の
中
に
は
石
上
神
宮
に
伝
え
ら
れ
た
際
の
顚
末
が
﹁
傳
授

式
状
況
﹂
と
し
て
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る

︵
72
︶

︒

﹁
傳
授
式
状
況
﹂
の
筆
録
者
は
明
確
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
︑
以
下
二
点
よ
り
考
察
し
て
み
た
い
︒
一
点
目
は
︑
伝
授
の
場
に
同
席
し
た

人
物
は
︑
叶
真
吉
︑
森
津
倫
雄
︑
藤
岡
好
春
︑
櫻
井
稻
麿
︑
住
田
平
彦
の
五
人

︵
73
︶

で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
︑
﹁
傳
授
式
状
況
﹂
で
は
櫻
井
稻
麿

が
記
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
り
︑
二
点
目
は
桜
井
東
花
が
伝
授
の
様
子
を
詳
記
し
て
い
た
点

︵
74
︶

で
あ
る
︒
こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
櫻
井
稻
麿
︵
東

花
︶
が
筆
録
し
た
も
の
を
所
収
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
︒

﹁
傳
授
式
状
況
﹂
に
記
さ
れ
る
伝
授
の
顚
末
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒
三
輪
田
高
房
よ
り
伝
え
ら
れ
た
鎮
魂
行
事
を
石
上
神
宮
へ
転
任
す

る
森
津
倫
雄
に
対
し
て
伝
授
す
る
こ
と
を
藤
岡
好
春
が
叶
真
吉
に
勧
め
︑
叶
真
吉
が
快
諾
す
る
︒
そ
の
後
︑
叶
真
吉
よ
り
森
津
倫
雄
へ
石
上

神
宮
に
秘
法
返
納
の
申
し
出
が
あ
り
︑
日
程
が
昭
和
九
年
二
月
十
八
日
に
決
め
ら
れ
る
︒
昭
和
九
年
二
月
十
八
日
朝
︑
相
伝
者
叶
真
吉
︑
立

会
人
藤
岡
好
春
・
住
田
平
彦
は
伝
授
に
先
立
ち
二
見
浦
で
の
禊
︑
二
見
興
玉
神
社
参
拝
︑
︵
伊
勢
︶
神
宮
参
拝
を
行
う
︒
昭
和
九
年
二
月
十

八
日
夜
︑
石
上
神
宮
に
於
い
て
叶
真
吉
よ
り
森
津
倫
雄
に
鎮
魂
行
事
が
伝
授
さ
れ
る
︒

伝
授
者
叶
真
吉
や
受
伝
者
森
津
倫
雄
︑
伝
授
の
仲
介
者
藤
岡
好
春
は
何
れ
も
神
宮
教
の
後
身
で
あ
る
神
宮
奉
斎
会
に
関
与
し
て
い
た
人
物

で
あ
る
︒
前
述
の
通
り
三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
に
関
わ
る
活
動
に
於
い
て
も
そ
の
受
容
者
の
中
に
は
神
宮
教
に
所
属
し
た
人
物
が
多
く
存
在
し

た
︒
こ
の
こ
と
よ
り
神
宮
教
・
神
宮
奉
斎
会
の
中
で
の
人
脈
が
三
輪
田
高
房
の
伝
え
た
鎮
魂
行
事
を
伝
播
さ
せ
る
媒
介
と
な
っ
て
い
た
こ
と

が
読
み
取
れ
る
︒
近
世
に
は
な
か
っ
た
形
態
の
全
国
的
組
織
の
中
で
の
交
流
が
行
法
伝
授
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
で

あ
ろ
う
︒ 三

輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

八
二
︵

八
二

︶



第
二
節

神
社
神
道
の
研
修
制
度
と
鎮
魂
行
事
の
普
及

現
在
神
社
神
道
で
は
禊
祓
行
事
と
鎮
魂
行
事
と
が
神
道
行
法
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
︒
禊
祓
行
事
は
近
代
の
川
面
凡
児
の
み
そ
ぎ
行
に
淵

源
を
も
つ
も
の
で
︑
鎮
魂
行
事
は
三
輪
田
高
房
直
門
叶
真
吉
に
よ
っ
て
石
上
神
宮
に
伝
え
ら
れ
た
自
修
鎮
魂
式
で
あ
る
︒
神
道
行
法
の
研
修

制
度
は
︑
昭
和
二
十
九
年
に
神
社
本
庁
調
査
部
の
岡
田
米
夫
氏
の
活
躍
に
よ
っ
て
石
上
神
宮
に
於
い
て
第
一
回
神
道
行
事
講
習
会
が
行
わ
れ

た
こ
と
に
は
じ
ま
り
︑
そ
の
後
﹁
神
道
行
法
錬
成
研
修
会
﹂
と
名
称
が
変
更
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る

︵
75
︶

︒
指
導
者
制
度
と
し
て
は
神
社
本
庁

錬
成
行
事
道
彦
・
助
彦
︑
各
県
神
社
庁
錬
成
行
事
道
彦
・
助
彦
が
定
め
ら
れ
て
い
る

︵
76
︶

︒
﹁
神
道
行
法
錬
成
研
修
会
﹂
に
は
神
社
本
庁
総
合
研

究
所
の
行
う
研
修
︵
神
社
本
庁
が
主
催
し
石
上
神
宮
で
行
わ
れ
る
研
修
︶
と
神
社
庁
研
修
所
の
行
う
研
修
︵
各
県
の
神
社
庁
が
主
催
し
て
行

う
研
修
︶
と
の
二
種
類
が
あ
り
︑
前
者
は
﹁
神
社
庁
道
彦
及
び
同
助
彦
そ
の
他
の
養
成
を
目
的
﹂
と
し
︑
後
者
は
﹁
神
職
及
び
そ
の
他
の
神

社
職
員
等
の
指
導
を
目
的
﹂
と
し
て
い
る

︵
77
︶

︒
こ
の
よ
う
な
研
修
制
度
に
よ
っ
て
三
輪
田
高
房
の
伝
え
た
鎮
魂
行
事
は
禊
祓
行
事
と
共
に
今
現

在
も
全
国
各
地
に
普
及
さ
れ
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
︒

お

わ

り

に

以
上
三
輪
田
高
房
の
生
涯
や
高
房
が
行
っ
た
鎮
魂
行
事
伝
授
の
様
子
︑
伝
授
に
至
る
手
続
き
の
実
態
︑
鎮
魂
論
の
受
容
を
明
ら
か
に
し
︑

行
事
次
第
の
伝
播
に
つ
い
て
そ
の
後
の
軌
跡
を
た
ど
っ
て
き
た
︒
三
輪
田
高
房
は
明
治
十
九
年
か
ら
同
二
十
六
年
頃
に
か
け
て
身
辺
の
神
宮

教
関
係
者
や
各
地
の
神
職
に
対
し
鎮
魂
行
事
の
伝
授
を
行
っ
て
い
た
︒
さ
ら
に
︑
高
房
は
自
身
の
鎮
魂
論
を
﹃
日
文
本
義
﹄
と
し
て
ま
と
め

て
お
り
︑
本
書
は
鎮
魂
行
事
の
伝
授
を
受
け
た
人
々
や
神
道
︑
神
社
︑
国
学
に
造
詣
が
深
い
人
々
に
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
︒
高
房
よ
り
鎮
魂
行
事
の
伝
授
を
受
け
た
叶
真
吉
は
後
に
石
上
神
宮
宮
司
の
森
津
倫
雄
に
鎮
魂
行
事
を
伝
え
て
い
る
︒
伝
授
者
叶
真
吉
や

受
伝
者
森
津
倫
雄
︑
伝
授
の
仲
介
者
藤
岡
好
春
は
何
れ
も
神
宮
教
の
後
身
で
あ
る
神
宮
奉
斎
会
に
関
与
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う

に
神
宮
教
︑
神
宮
奉
斎
会
と
い
う
近
世
に
は
な
か
っ
た
形
態
の
全
国
的
組
織
の
中
で
の
交
流
を
媒
介
と
し
て
鎮
魂
行
事
は
伝
え
ら
れ
て
き
た
︒

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

八
三
︵

八
三

︶



戦
後
︑
神
宮
奉
斎
会
・
大
日
本
神
祇
会
・
皇
典
講
究
所
が
中
心
と
な
っ
て
神
社
本
庁
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
︒
こ
こ
に
お
い
て
︑
高
房

の
伝
え
た
鎮
魂
行
事
は
神
道
行
法
の
一
つ
と
さ
れ
る
こ
と
で
︑
研
修
制
度
を
通
じ
て
今
現
在
も
神
道
行
法
を
志
す
全
国
各
地
の
人
々
に
受
け

継
が
れ
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
︒

註

︵
1
︶
大
植
四
郎
編
﹃
國
民
過
去
帳
﹄
明
治
之
巻
︵
尚
古
房
︑
昭
和
十
年
︶
︑
﹃
松
山
市
誌
﹄
︵
松
山
市
誌
編
集
委
員
会
︑
昭
和
三
十
七
年
︶
︑
﹃
愛
媛
県
史
﹄

人
物
︵
愛
媛
県
︑
平
成
元
年
︶
︑
﹃
講
談
社
日
本
人
名
大
辞
典
﹄
︵
講
談
社
︑
平
成
十
三
年
︶

︵
2
︶
池
田
忠
好
﹁
西
村
茂
樹
と
三
輪
田
高
房
と
の
交
遊
﹂
︹
﹃
弘
道
﹄
第
八
六
四
号
︵
日
本
弘
道
会
︑
昭
和
五
十
一
年
十
月
︶
︺

︵
3
︶
上
野
利
三
﹁
戸
田
保
遠
の
律
令
研
究
に
つ
い
て
︱
明
治
期
律
令
学
の
一
齣
︱
﹂
︹
﹃
法
学
研
究
﹄
五
三
︵
五
︶
︵
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
︑
昭

和
五
十
六
年
五
月
︶
︺

︵
4
︶
三
ツ
松
誠
﹁
異
国
と
異
界
︱
安
政
期
の
三
輪
田
元
網
︱
﹂
︹
﹃
神
道
宗
教
﹄
二
一
六
号
︵
神
道
宗
教
学
会
︑
平
成
二
十
一
年
十
月
︶
︺
︑
同
﹁
諸
家
執

奏
廃
止
と
神
祇
官
︱
三
輪
田
元
網
の
立
場
か
ら
︱
﹂
︹
﹃
近
世
の
天
皇
・
朝
廷
研
究
大
会
成
果
報
告
集
﹄
五
︵
学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所
︑
平
成

二
十
五
年
三
月
︶
︺
︑
同
﹁
神
代
文
字
と
平
田
国
学
﹂
︹
小
澤
実
編
﹃
近
代
日
本
の
偽
史
言
説
﹄
︵
勉
誠
出
版
︑
平
成
二
十
九
年
︶
︺

︵
5
︶
宮
間
純
一
﹃
戊
辰
内
乱
期
の
社
会
﹄
︱
佐
幕
と
勤
王
の
あ
い
だ
︱
︵
思
文
閣
︑
平
成
二
十
七
年
︶
第
五
章
﹁
﹁
朝
敵
﹂
藩
の
恭
順
理
論
︱
伊
予
松

山
藩
を
事
例
に
︱
﹂

︵
6
︶
武
田
幸
也
﹃
近
代
の
神
宮
と
教
化
活
動
﹄
︵
弘
文
堂
︑
平
成
三
十
年
︶
四
一
一
︑
四
二
二
頁

︵
7
︶
前
掲
宮
間
純
一
﹃
戊
辰
内
乱
期
の
社
会
﹄
一
六
二
頁

︵
8
︶
鎮
魂
行
事
や
鎮
魂
論
の
内
容
検
討
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
︒
な
お
︑
三
輪
田
高
房
が
伝
え
た
鎮
魂
行
事
の
由
来
に
つ
い
て
は
橘
家
神
道
で
行
わ

れ
る
﹁
祈
祷
法
﹂
と
の
類
似
点
に
着
目
し
日
本
宗
教
学
会
第
七
九
回
学
術
大
会
︵
令
和
二
年
九
月
二
十
日
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
︶
に
お
い
て
報
告
を
行
っ

た
︵
﹃
宗
教
研
究
﹄
九
四
巻
別
冊
に
要
旨
掲
載
予
定
︶
︒

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

八
四
︵

八
四

︶



︵
9
︶
前
掲
池
田
忠
好
﹁
西
村
茂
樹
と
三
輪
田
高
房
と
の
交
遊
﹂
は
池
田
氏
自
身
の
蔵
書
を
用
い
て
論
じ
て
い
る
︒

︵
10
︶
﹃
お
と
づ
れ
文
庫
文
書
仮
目
録
﹄
下
︵
千
葉
県
文
書
館
︑
平
成
十
一
年
︶

︵
11
︶
﹃
三
輪
田
高
房
日
誌
﹄
五
二
︹
﹃
岡
山
日
誌
﹄
︵
明
治
四
十
一
年
十
一
月
五
日
～
同
四
十
二
年
四
月
二
十
日
︶
︺
︒
な
お
︑
本
日
誌
の
表
紙
に
は
通
番
が

記
さ
れ
て
い
な
い
︒

︵
12
︶
﹃
三
輪
田
高
房
日
誌
﹄
五
一
︹
﹃
岡
山
日
誌
﹄
︵
明
治
四
十
年
三
月
一
日
～
同
四
十
一
年
十
一
月
四
日
︶
︺

︵
13
︶
三
輪
田
高
房
の
自
筆
日
誌
は
そ
れ
ぞ
れ
の
原
題
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
︑
本
稿
に
お
い
て
は
便
宜
上
総
称
を
﹃
三
輪
田
高
房
日
誌
﹄
と
名
付
け
て
︑

個
々
の
識
別
を
要
す
る
部
分
で
は
高
房
の
記
し
た
通
番
を
付
し
た
︒
な
お
﹁
元
号
○
年
○
月
○
日
条
﹂
と
し
て
引
用
し
た
日
誌
は
︑
特
に
断
ら
な
い
限

り
全
て
﹃
三
輪
田
高
房
日
誌
﹄
該
当
箇
所
の
記
載
で
あ
る
︒

︵
14
︶
明
治
十
年
八
月
八
日
条
に
は
左
記
の
履
歴
書
が
記
載
さ
れ
て
い
る
︒
以
後
度
々
使
用
す
る
た
め
こ
こ
に
履
歴
書
全
文
を
引
用
す
る
︒

履
歴
書

東
京
第
弐
大
區
七
十
區
飯
倉
片
町
弐
拾
六
番
地
寄
留

愛
媛
縣
士
族

三
輪
田
高
房

文
政
八
年
乙
酉
十
月
八
日
生

一
︑
松
山
藩
学

明
治
二
年
己
巳
十
二
月
五
日

校
司
教
申
付
候
事

松
山
藩

一
︑
同
普
通
学

同
三
年
庚
午
閏
十
月
十
七
日

科
専
務
申
付
候
事

同

一
︑
同
普
通
学

同
四
年
辛
未
正
月
十
八
日

科
差
免
経
義
科
専
務
申
候
事

同

一
︑
依
願
司
教

同

年

十

月

十

九

日

差
免
候
事

同

一
︑
任
吉
田
神

同
六
年
癸
酉
二
月
二
十
五
日

社
権
宮
司
兼
補
中
講
義

教
部
省

一
︑
補
大
講
義

同

年

五

月

二

十

二

日

本
官
如
故

同

一
︑
任
吉
田
神

同

年

五

月

二

十

七

日

社
宮
司
兼
大
講
義
如
故

同

一
︑
任
石
上
神

同
七
年
甲
戌
十
月
二
十
七
日

宮
少
宮
司
兼
大
講
義
如
故

同

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

八
五
︵

八
五

︶



一
︑
依
願
免
本

同
九
年
丙
子
四
月
十
八
日

官
専
補
大
講
義

同

一
︑
補
権
少
教

同

年

七

月

三

日

正

太
政
官

右
之
通
候
也

︵
15
︶
家
族
に
は
︑
妻
順
︹
天
保
十
年
︵
一
八
三
九
︶
八
月
十
一
日
生
︵
天
保
十
年
八
月
二
日
と
の
記
載
も
あ
り
︶
︺
︑
長
男
春
元
︹
文
久
二
年
︵
一
八
六
二
︶

二
月
十
五
日
生
︺
︑
長
女
知
︹
元
治
元
年
︵
一
八
六
四
︶
十
月
五
日
生
︺
︑
次
女
正
︹
慶
應
三
年
︵
一
八
六
七
︶
二
月
六
日
生
︺
︑
次
男
政
徳
︵
明
治
五

年
七
月
一
日
生
︶
︑
三
男
輪
三
︵
明
治
七
年
十
一
月
十
六
日
生
︶
︑
三
女
貞
︵
明
治
九
年
八
月
二
十
日
生
︶
︑
四
男
恒
敏
︵
明
治
十
五
年
一
月
十
五
日
生
︶
︑

五
男
季
胤
︵
明
治
十
八
年
十
月
三
十
日
生
︶
が
い
る
︒
家
族
構
成
や
そ
れ
ぞ
れ
の
生
年
月
日
は
﹃
三
輪
田
高
房
日
誌
﹄
明
治
六
年
六
月
二
十
三
日
条
︑

明
治
十
七
年
七
月
十
九
日
条
︑
明
治
十
七
年
十
二
月
二
十
四
日
条
に
記
載
さ
れ
て
い
る
家
族
構
成
を
記
し
た
届
の
写
し
を
参
考
に
し
た
︒
な
お
︑
季
胤

に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
届
が
記
さ
れ
た
後
に
生
ま
れ
て
い
る
た
め
︑
明
治
十
八
年
十
一
月
二
日
条
に
記
載
さ
れ
る
季
胤
の
出
生
届
写
し
に
拠
っ
た
︒
妻

順
と
の
入
籍
に
つ
い
て
は
︑
明
治
十
七
年
七
月
十
九
日
条
に
︑
﹁
明
治
九
年
五
月
十
一
日
よ
り
﹂
と
あ
る
︒
春
元
は
明
治
十
年
に
高
房
の
兄
で
三
輪
田

家
を
継
い
で
い
た
常
貞
の
二
女
梅
の
婿
養
子
と
な
っ
て
い
る
︵
﹃
三
輪
田
米
山
日
記
﹄
明
治
十
年
七
月
五
日
条
︑
﹃
三
輪
田
高
房
日
誌
﹄
明
治
十
年
八
月

二
十
一
日
条
︶
︒

︵
16
︶
生
年
月
日
は
﹃
三
輪
田
高
房
日
誌
﹄
の
記
載
に
拠
り
︑
没
年
月
日
は
前
掲
大
植
四
郎
編
﹃
國
民
過
去
帳
﹄
明
治
之
巻
︑
前
掲
﹃
松
山
市
誌
﹄
︑
前
掲
﹃
愛

媛
県
史
﹄
人
物
︑
前
掲
﹃
講
談
社
日
本
人
名
大
辞
典
﹄
の
記
載
に
拠
っ
た
︒

︵
17
︶
明
治
五
年
十
一
月
二
十
七
日
条
に
は
左
記
の
履
歴
書
が
記
載
さ
れ
て
い
る
︒
以
後
度
々
使
用
す
る
た
め
こ
こ
に
履
歴
書
全
文
を
引
用
す
る
︒

共
心
義
塾
届
左
ノ
通
︑
改
正
シ
テ
差
出
ス
也

弘
化
三
丙
午
十
一
月
ヨ
リ
麹
町
教
授
所
松
平
謹
次
郎
ヘ
入
門

従

学

︑
安
政
元
甲
寅
七
月
迠
在
塾
︑
都
合
九
年
︑
同
年
七
月
元
廣
島
藩
金
子
德
之
助
︑
元

山
形
藩
塩
谷
甲
蔵
ヘ
従
学
︑
同
六
年
迠
都
合
五
年
︑
同
年
二
月
ヨ
リ
元
松
山
縣
ニ
テ
支
那
学
教
授
︑
明
治
四
年
十
月
迠
︑
都
合
十
四
年
︑
同
年
冬

ヨ
リ
東
京
寄
留
︑
同
五
年
五
月
ヨ
リ
當
塾
教
授
罷
在
候

な
お
︑
同
二
十
五
日
条
に
も
同
様
の
履
歴
書
が
記
さ
れ
て
い
る
︒

︵
18
︶
注
14
所
引
の
履
歴
書
参
照
︒

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

八
六
︵

八
六

︶



︵
19
︶
明
治
三
年
十
月
よ
り
︵
注
14
所
引
の
履
歴
書
参
照
︶

︵
20
︶
明
治
四
年
一
月
よ
り
︵
注
14
所
引
の
履
歴
書
参
照
︶

︵
21
︶
注
14
所
引
の
履
歴
書
参
照
︒

︵
22
︶
三
輪
田
高
房
が
藩
儒
と
し
て
松
平
定
昭
に
仕
え
佐
幕
的
立
場
で
恭
順
理
論
に
つ
い
て
記
し
た
意
見
書
に
つ
い
て
は
︑
前
掲
宮
間
純
一
﹃
戊
辰
内
乱
期

の
社
会
﹄
︱
佐
幕
と
勤
王
の
あ
い
だ
︱
第
五
章
﹁
﹁
朝
敵
﹂
藩
の
恭
順
理
論
︱
伊
予
松
山
藩
を
事
例
に
︱
﹂
に
詳
し
い
︒

︵
23
︶
注
17
所
引
の
履
歴
書
参
照
︒

︵
24
︶
注
17
所
引
の
履
歴
書
参
照
︒
明
治
五
年
四
月
二
十
七
日
条
に
は
︑﹁
板
倉
従
五
位
共
心
義
塾
免
許
ニ
相
成
権
田
直
助
師
岡
節
斎
来
訪
面
會
ス
﹂
と
あ
る
︒

︵
25
︶
明
治
六
年
二
月
二
十
五
日
条
及
び
︑
注
14
所
引
の
履
歴
書
参
照
︒

︵
26
︶
明
治
六
年
六
月
二
日
条
及
び
︑
注
14
所
引
の
履
歴
書
参
照
︒

︵
27
︶
明
治
七
年
十
一
月
二
日
条
及
び
︑
注
14
所
引
の
履
歴
書
参
照
︒

︵
28
︶
明
治
六
年
二
月
二
十
五
日
条
及
び
︑
注
14
所
引
の
履
歴
書
参
照
︒

︵
29
︶
明
治
六
年
五
月
二
十
七
日
条
及
び
︑
注
14
所
引
の
履
歴
書
参
照
︒

︵
30
︶
注
14
所
引
の
履
歴
書
参
照
︒
な
お
︑
明
治
九
年
四
月
二
十
五
日
条
に
は
︑
﹁
教
部
省
辞
令
達
ス
﹂
と
あ
る
︒

︵
31
︶
明
治
九
年
七
月
四
日
条

︵
32
︶
明
治
十
年
十
月
十
日
条

︵
33
︶
明
治
十
年
十
一
月
十
日
条

︵
34
︶
神
宮
の
教
化
に
関
わ
る
機
関
の
組
織
変
遷
の
概
略
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒
明
治
五
年
よ
り
神
宮
で
は
大
教
宣
布
の
一
翼
と
し
て
神
宮
教
会
を
開
設

し
︑
そ
の
本
部
た
る
神
宮
教
院
が
伊
勢
に
設
置
さ
れ
た
︒
明
治
十
五
年
神
官
教
導
職
が
分
離
さ
れ
︑
こ
れ
に
よ
っ
て
神
宮
教
院
で
は
神
宮
司
庁
と
の
分

離
が
決
定
さ
れ
︑
明
治
十
五
年
五
月
十
日
に
は
内
務
省
達
に
よ
っ
て
︑
神
宮
教
院
は
そ
の
名
称
を
﹁
神
道
神
宮
派
﹂
︵
神
宮
教
︶
と
改
め
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
︒
明
治
十
七
年
︑
太
政
官
布
達
に
よ
っ
て
教
導
職
が
廃
止
さ
れ
︑
他
の
教
派
神
道
同
様
に
宗
教
団
体
の
一
つ
に
編
入
さ
れ
た
︒
明
治
三
十
二

年
九
月
四
日
内
務
省
に
よ
り
神
宮
教
の
解
散
︑
神
宮
奉
斎
会
の
設
立
が
認
可
さ
れ
︑
財
団
法
人
と
な
っ
た
︒
な
お
︑
近
代
に
お
け
る
神
宮
の
教
化
機
関

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶
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七
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八
七

︶



に
つ
い
て
は
︑
岡
田
米
夫
編
﹃
東
京
大
神
宮
史
﹄
︵
東
京
大
神
宮
︑
昭
和
三
十
五
年
︶
︑
久
保
田
収
﹁
神
宮
教
院
と
神
宮
奉
斎
会
﹂
︹
﹃
明
治
維
新
神
道
百

年
史
﹄︵
神
道
文
化
会
︑
昭
和
四
十
一
年
︶
所
収
︺
︑
阪
本
健
一
﹁
明
治
初
期
に
於
け
る
神
宮
の
教
化
運
動
﹂︹
﹃
神
宮
明
治
百
年
史
﹄
上
巻
︵
神
宮
司
庁
︑

昭
和
四
十
三
年
︶
所
収
︺
︑
西
川
順
土
﹃
近
代
の
神
宮
﹄
︵
神
宮
文
庫
︑
昭
和
六
十
三
年
︶
︑
武
田
幸
也
﹃
近
代
の
神
宮
と
教
化
活
動
﹄
︵
弘
文
堂
︑
平
成

三
十
年
︶
等
に
詳
し
い
︒

︵
35
︶
以
下
に
示
す
高
房
の
職
名
は
該
当
年
月
日
に
所
属
し
て
い
た
組
織
の
職
制
内
で
の
名
称
で
あ
る
︒

︵
36
︶
明
治
十
三
年
二
月
四
日
条
︒
第
八
教
区
と
は
京
都
地
区
の
こ
と
で
あ
る
︒

︵
37
︶
明
治
十
四
年
十
月
七
日
条
︒
第
十
三
教
区
は
熊
本
地
区
の
こ
と
で
あ
る
︒

︵
38
︶
明
治
十
五
年
四
月
二
十
八
日
条

︵
39
︶
明
治
十
六
年
七
月
二
十
日
条

︵
40
︶
明
治
十
六
年
八
月
二
十
六
日
条

︵
41
︶
明
治
十
七
年
三
月
十
三
日
条
︒
第
二
教
区
は
東
京
地
区
の
こ
と
で
あ
る
︒

︵
42
︶
明
治
十
七
年
五
月
二
十
日
条

︵
43
︶
明
治
十
九
年
六
月
二
十
九
日
条

︵
44
︶
明
治
二
十
年
八
月
三
十
一
日
条

︵
45
︶
明
治
二
十
年
十
月
六
日
条

︵
46
︶
明
治
二
十
年
十
月
六
日
条

︵
47
︶
明
治
三
十
二
年
三
月
十
日
条

︵
48
︶
明
治
二
十
年
二
月
二
十
八
日
条

︵
49
︶
明
治
二
十
一
年
三
月
七
日
条

︵
50
︶
明
治
二
十
二
年
八
月
十
二
日
条

︵
51
︶
明
治
二
十
六
年
五
月
二
十
一
日
条
︒
﹃
三
輪
田
高
房
日
誌
﹄
四
一
︵
﹃
東
京
日
誌
﹄
明
治
二
十
六
年
二
月
一
日
～
同
年
十
二
月
三
十
一
日
︶
の
表
紙
に

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

八
八
︵

八
八

︶



は
﹁
神
宮
教
院
改
革
有
之
復
任
ス
五
月
廿
日
ナ
リ
キ
﹂
と
あ
る
︒
こ
の
﹁
改
革
﹂
と
は
前
掲
岡
田
米
夫
編
﹃
東
京
大
神
宮
史
﹄
六
〇
～
六
十
二
頁
に
記

さ
れ
る
明
治
二
十
六
年
四
月
二
十
七
日
に
決
議
さ
れ
た
﹁
教
規
改
正
・
学
寮
開
設
・
機
関
誌
発
行
・
本
教
院
改
築
﹂
を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
︒

︵
52
︶
﹃
三
輪
田
高
房
日
誌
﹄
四
七
︵
﹃
東
京
日
誌
﹄
明
治
三
十
三
年
一
月
一
日
～
同
三
十
四
年
四
月
三
十
日
︶
の
表
紙
に
は
﹁
神
宮
主
礼
三
輪
田
高
房
﹂
と

あ
る
︒

︵
53
︶
日
誌
条
文
で
は
未
確
認
︒
﹃
三
輪
田
高
房
日
誌
﹄
四
八
︵
﹃
東
京
日
誌
﹄
明
治
三
十
四
年
五
月
一
日
～
同
三
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
︶
の
表
紙
に
は

﹁
三
輪
田
高
房
﹂
と
職
名
は
な
く
氏
名
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
︒

︵
54
︶
明
治
二
十
六
年
五
月
二
十
一
日
条
の
上
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
︒

︵
55
︶
﹃
三
輪
田
高
房
日
誌
﹄
四
八
︵
﹃
東
京
日
誌
﹄
明
治
三
十
四
年
五
月
一
日
～
同
三
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
︶
の
表
紙
に
は
﹁
十
月
廿
二
日
備
前
岡
山

移
轉
﹂
と
あ
る
︒
岡
山
で
の
三
輪
田
高
房
に
つ
い
て
は
︑
﹁
三
輪
田
高
房
翁
の
近
況
﹂
︹
﹃
養
德
﹄
第
八
巻
第
五
號
︵
養
德
社
︑
明
治
四
十
二
年
五
月
︶

四
三
～
四
六
頁
︺
と
の
記
述
が
あ
る
︒

︵
56
︶
前
掲
大
植
四
郎
編
﹃
國
民
過
去
帳
﹄
明
治
之
巻
︑
前
掲
﹃
松
山
市
誌
﹄
︑
前
掲
﹃
愛
媛
県
史
﹄
人
物
︑
前
掲
﹃
講
談
社
日
本
人
名
大
辞
典
﹄

︵
57
︶
厳
密
に
﹁
伝
授
﹂
と
は
判
断
出
来
な
い
が
︑
﹃
三
輪
田
高
房
日
誌
﹄
の
中
で
の
鎮
魂
に
つ
い
て
の
初
出
で
あ
る
︒

︵
58
︶
人
物
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
︒

︵
59
︶
﹃
三
輪
田
高
房
日
誌
﹄
四
〇
の
裏
見
返
し
に
挟
ま
れ
て
い
る
︒

︵
60
︶
﹃
三
輪
田
高
房
日
誌
﹄
に
は
︑
叶
真
吉
が
種
々
の
活
動
を
高
房
と
共
に
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
︑
後
年
神
宮
教
の
後
身
で
あ
る
神
宮
奉
斎

会
に
所
属
し
て
い
た
︹
森
津
倫
雄
﹃
石
上
神
宮
の
鎮
魂
祭
﹄
︵
森
津
先
生
喜
寿
祝
賀
会
︑
昭
和
二
十
八
年
︶
一
七
頁
︺
こ
と
か
ら
当
時
よ
り
神
宮
教
に

所
属
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
︒

︵
61
︶
三
輪
田
高
房
﹁
仙
臺
土
産
﹂︹
﹃
日
本
弘
道
叢
記
﹄
第
一
一
号
︵
日
本
弘
道
会
︑
明
治
二
十
六
年
三
月
︶
︺
に
は
︑﹁
神
宮
教
會
長
清
水
廣
景
氏
﹂
と
あ
る
︒

︵
62
︶
﹃
神
道
人
名
辞
典
﹄
︵
神
社
新
報
社
︑
昭
和
六
十
一
年
︶
に
は
︑
吉
村
春
樹
に
つ
い
て
︑
明
治
三
十
二
年
よ
り
神
宮
奉
斎
会
度
会
本
部
長
に
任
じ
ら
れ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
︒

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

八
九
︵

八
九

︶



︵
63
︶
明
治
二
十
二
年
八
月
～
明
治
二
十
六
年
五
月
の
間
高
房
は
神
宮
教
に
所
属
し
て
い
な
い
︒
但
し
︑
清
水
廣
景
︑
吉
村
春
樹
の
伝
授
日
に
関
し
て
は
復

任
後
で
あ
る
︒

︵
64
︶
小
西
雲
鶴
﹃
鎮
魂
法
伝
習
録
﹄
︵
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵
︶

︵
65
︶
﹃
日
文
本
義
﹄
緒
言

︵
66
︶
そ
の
後
の
受
容
で
あ
る
が
︑
小
西
雲
鶴
は
前
掲
﹃
鎮
魂
法
伝
習
録
﹄
の
中
の
抄
出
文
を
説
明
す
る
箇
所
で
︑
川
面
凡
児
が
﹃
日
文
本
義
﹄
を
昭
和
三

年
に
﹁
披
見
し
て
大
に
驚
﹂
い
た
と
記
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
石
上
神
宮
の
鎮
魂
祭
に
つ
い
て
論
文
を
記
し
た
宇
仁
新
次
郎
も
文
中
で
﹃
日
文
本
義
﹄
を

使
用
し
て
い
る
︿
宇
仁
新
次
郎
﹁
石
上
神
宮
の
鎮
魂
祭
﹂
︹
﹃
皇
學
﹄
第
四
巻
一
号
︵
神
宮
皇
學
館
館
友
會
︑
昭
和
十
一
年
三
月
︶
二
〇
頁
︺
﹀
︒

︵
67
︶
﹃
三
輪
田
高
房
日
誌
﹄
明
治
二
十
五
年
八
月
十
八
日
条

︵
68
︶
﹁
三
輪
田
高
房
宛
森
建
樹
書
簡
﹂

未
得
謦
咳
候
得
共
︑
一
書
以
テ
奉
得
貴
意
候
︑
遂
々
秋
冷
相
加
候
処
︑
先
以

文
台
益
御
機
嫌
能
被
遊
御
起
居
候
︑
半
と
道
之
為
メ
奉
□
賀
候
︑
扨
ハ
拙
子
義
︑
近
年
出
雲
大
社
教
導
職
拝
命
后
毎
々
神
事
ニ
モ
奉
仕
︑
無
餘
念

誠
意
ヲ
凝
シ
候
︑
甚
タ
難
澁
︑
い
か
て
鎮
神
の
術
も
か
な
ト
朝
夕
神
拝
都
度
〳
〵
思
ひ
悩
ミ
︑
且
ハ
彼
日
文
ト
申
物
ハ
何
ヲ
語
傳
タ
ル
尊
キ
文
ニ

カ
□
□
不
相
分
苦
心
シ
ナ
カ
ラ
打
過
居
候
処
︑
過
日
大
八
洲
雜
誌
第
七
十
三
号
中
ニ
︑
大
人
之
﹁
神
に
つ
か
へ
奉
る
人
た
ち
に
告
﹂
と
申
一
篇
ヲ

拝
見
仕
候
処
︑
日
文
本
義
ト
申
書
御
著
述
相
成
候
御
趣
︑
誠
ニ
此
社
神
明
之
御
賜
ト
存
悦
之
餘
リ
直
様
奉
得
貴
意
度
存
候
内
︑
少
々
取
込
候
義
有

之
︑
繁
忙
中
大
ニ
延
引
仕
候
︑
何
卒
右
御
書
物
購
仕
度
不
堪
□
□
候
間
︑
最
早
御
摺
本
ニ
相
成
る
居
候
半
︑
ス
レ
ハ
何
處
申
込
可
然
候
哉
︑
□
□

□
教
此
段
御
指
揮
相
成
度
︑
郵
券
二
束
相
添
奉
得
尊
慮
候

敬
白

明
治
二
十
五
年十

月
廿
四
日

森

建
樹拝

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

九
〇
︵

九
〇

︶



三
輪
田
大
人
御
前

︵
69
︶
﹁
三
輪
田
高
房
宛
難
波
春
胤
書
簡
﹂

稍
々
寒
冷
相
増
︑
閑
家
益
御
清
康
ニ
被
為
居
候
と
遥
々
奉
嬉
賀
候
︑
陳
者
私
儀
︑
奉
職
以
来
鎮
魂
之
作
業
ヲ
学
修
仕
度
存
候
故
︑
深
く
心
ニ
懸
テ

彼
方
此
方
之
同
僚
ニ
相
尋
候
ヘ
共
︑
心
得
タ
ル
人
無
御
座
︑
故
学
修
難
敷
シ
テ
不
知
〳
〵
空
敷
過
セ
ル
ヲ
歎
き
︑
神
ニ
モ
祈
テ
明
暮
油
断
無
学
修

之
人
ヲ
相
尋
居
候
折
柄
︑
去
ル
七
月
大
八
洲
雜
誌
第
七
十
三
号
ヲ
讀
行
度
中
ニ
︑
神
ニ
仕
奉
る
人
等
ニ
告
ト
題
被
為
テ
尊
大
人
ノ
御
廣
告
御
座
候

故
︑
拝
読
仕
候
処
︑
私
常
々
礼
慕
之
鎮
魂
作
業
之
御
事
ニ
テ
︑
吾
国
ノ
神
ノ
道
ノ
事
取
人
等
ハ
先
此
鎮
魂
ノ
事
ヲ
身
ニ
修
シ
テ
後
︑
神
ニ
仕
エ
御

社
誠
ナ
ラ
メ
云
云
︑
同
シ
志
ノ
人
等
ニ
告
ル
ト
有
之
候
故
︑
私
天
ヲ
仰
地
ヲ
拝
シ
テ
年
来
之
念
願
ヲ
蔭
ニ
学
修
せ
ら
る
ゝ
カ
ト
大
ニ
嬉
ひ
申
候
間
︑

早
速
書
状
ヲ
以
伺
度
存
候
ヘ
共
︑
生
憎
病
ノ
為
ニ
筆
取
事
難
成
月
日
ヲ
経
過
ス
ル
内
ニ
︑
其
館
ヲ
開
而
人
ノ
多
趣
ヲ
聞
候
故
︑
我
も
早
く
ニ
存
候

ヘ
共
︑
矢
張
筆
取
難
テ
心
ノ
ミ
急
き
居
候
処
︑
此
比
漸
筆
取
事
出
来
申
候
故
︑
躍
書
ヲ
以
御
伺
申
上
候
間
︑
希
ク
ハ
私
ノ
心
底
ヲ
御
哀
憐
被
下
テ
︑

御
著
ニ
相
成
候
処
之
日
文
本
義
云
御
書
物
ヲ
授
与
被
成
下
候
ヘ
者
︑
誠
ニ
有
難
仕
合
と
奉
存
候
︑
御
左
右
ヲ
戴
度
如
此
御
伺
申
上
候

頓
首

二
伸
別
授
与
ニ
成
下
候
ヘ
者
︑
甚
非
禮
な
か
ら
︑
御
書
物
料
幷
ニ
郵
税
ヲ
御
知
せ
被
下
候
ヘ
者
︑
難
有
奉
存
候

返
〳
〵
も
無
敬
之
段
ハ
御
海
容
奉
願
候

草
々
再
拝

十
一
月
三
十
日

縣
社
徳
守
神
社
神
官

難
波
春
胤

三
輪
田
高
房
大
人

︵
70
︶
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
内
容
を
確
認
し
た
︒
そ
の
他
︑
﹁
神
に
つ
か
へ
奉
る
人
た
ち
に
つ
ぐ
﹂
に
つ
い
て
は
︑
明
治
二

十
五
年
六
月
二
十
二
日
の
日
付
が
付
さ
れ
た
三
輪
田
高
房
自
筆
の
も
の
と
し
て
︑
﹃
凡
仙
叢
録
﹄
︵
千
葉
県
文
書
館
お
と
づ
れ
文
庫
︑
ハ
︱
一
一
︶
に

所
収
さ
れ
る
も
の
が
存
す
る
︒

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

九
一
︵

九
一

︶



︵
71
︶
﹃
凡
仙
叢
録
﹄
︵
千
葉
県
文
書
館
お
と
づ
れ
文
庫
︑
ハ
︱
一
一
︶
に
所
収
さ
れ
る
︒

︵
72
︶
森
津
倫
雄
﹃
石
上
神
宮
の
鎮
魂
祭
﹄
︵
森
津
先
生
喜
寿
祝
賀
会
︑
昭
和
二
十
八
年
︶

︵
73
︶
前
掲
森
津
倫
雄
﹃
石
上
神
宮
の
鎮
魂
祭
﹄
一
七
頁

︵
74
︶
前
掲
森
津
倫
雄
﹃
石
上
神
宮
の
鎮
魂
祭
﹄
の
冒
頭
に
所
収
さ
れ
て
い
る
藤
岡
好
春
が
寄
せ
た
﹁
森
津
倫
雄
翁
の
喜
壽
を
祝
し
て
﹂
と
題
す
る
文
章
に
︑

伝
授
の
様
子
を
﹁
桜
井
東
花
君
が
詳
記
し
て
ゐ
る
﹂
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
︒

︵
75
︶﹁
神
道
行
法
錬
成
研
修
会
の
あ
ゆ
み
﹂︹
神
社
本
庁
教
学
研
究
部
神
社
本
庁
研
修
部
編
﹃
神
道
行
法
錬
成
研
修
会
開
講
五
十
周
年
記
念
誌
﹄︵
神
社
本
庁
︑

平
成
十
六
年
︶
三
五
～
七
六
頁
︺

︵
76
︶
﹁
神
社
本
庁
錬
成
行
事
道
彦
規
程
﹂
第
二
条
︹
﹃
神
社
本
廳
規
程
類
集
﹄
第
八
次
改
訂
版
︵
神
社
新
報
社
︑
平
成
二
十
九
年
︶
一
七
一
頁
︺

︵
77
︶
﹁
神
社
本
庁
錬
成
行
事
道
彦
規
程
﹂
第
五
条
︹
前
掲
﹃
神
社
本
廳
規
程
類
集
﹄
第
八
次
改
訂
版

一
七
一
～
一
七
二
頁
︺

︹
附
記
︺

本
稿
は
︑
令
和
二
年
度
第
六
六
回
神
道
史
学
会
大
会
︵
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
︶
に
お
い
て
報
告
し
た
内
容
を
も
と
に
し
て
い
る
︒
末
筆
な
が
ら
貴
重
な
御

意
見
を
頂
戴
し
た
皆
様
に
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
︑
資
料
閲
覧
の
便
宜
を
図
っ
て
頂
い
た
千
葉
県
文
書
館
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
︒

︵
に
っ
た

け
い
ぞ
う
・
皇
學
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
神
道
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
二
年
︶

三
輪
田
高
房
の
鎮
魂
行
事
伝
授
に
つ
い
て

︵
新
田
︶

九
二
︵

九
二

︶




